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廿
七
日
か
ら

一
週
間

生
計
調
査
を
實
施
す

新
た
に
健
康
調
査
の
項
目
も
加
へ
て

亀

り
ま

のぶ

セ
い

ガ
く
ゼ
ヒく
ぬ

いも

諜

韓
纈
の務
嚢
る讐

岡
學
生
撫
訓
調
査
は
、
愈
々
※
る
甘
七

むセ

しつすも

日
か
ら
一遍
間
を
期
し
て
行
は
れ
る
ε

に
な
つ
た
鰍
ご
醗
の瞭
織
は
鵬
れ
も
翌

セ
し

わり

　
けノくナ

學

生々
の
玉
割
に
も
充
た
ぬ
不
結
果
に

攣
た
の
で
い
集

こ
そ
侍

と
馨

こ

じつニ
ほうほり
にれぱしゼんくねも

込
ん
で
ゐ
る
が
調
査
方
法
は
大
鰹
前
回

らね

ポ
ピ
む
ヒじ
ギへ
めつしドく
ハ

と
愛
り
な
く
、學
部
串
務
密雨
、敬
穿
前

撃
解
難
餓
薩
・
耕
嫌
舎
等
に
撚
黙
醗
を

讃
響
し
て
謹
陪
撫
慕
せ
し
め
る
の
で
あ

とし
ま
こを

バコびゆ
じと

る
今
年
の
詑
κ
カ
ー
ド
は
関
揚
の
如
く

で
あ
る
が
・
畷
簸
と
の野
興
は
・
今
鮭

は
で
き
る
た
け
慰
名
を
ザ
階
せ
し
め
る

學

生

生

,
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曝
o

投
票
函
は
事
務
室
前
に

ε
と
・
滞
鶏
撒
に
耀
て

暇
緯

二
・

し
し
きつ

てしと

父
兄
よ
り
學
資
を
丈
給
し
5
る
程
度
に

し
し
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あ
り
や
」
コ
刷、父
兄
よ
り
墨
語
の
交
給
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5
く
る
に
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轍
の瞭
麗
に
あ
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希
望
せ

ら
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、
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の
三
項

目

に
齪
つ
て
鑑

せ
し
め
た
が
今
鱗
は
彊

警

熱

し
諭
藻

に
灘
て
は
蟹

際
艦
・欝

・際
勅
の
藻

駕
・曙
識

タつし

よく

ゼし

辮
誌
新
聞
を
き
く
ε
に
な
つ
た
が
、
生

認
の
諏
奇
と
と
も
に
骸
瞭
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弾
を
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懸
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こ
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羅

く
滅
黛
し
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で
・
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頗
彫
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晶
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徽
夕
撲

す
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つ
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嶺
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ヱリぱんぼタロニに

後
二
時
よ
り
は
.
問阿研
　究
冊肥
人ホ
讐
ル

に於
い三
譲
齢
を隙ミ
欝
震

膨舞
灘
躇
藩
婁

と繋
澱

た

び
うす
ド
ゐく
ロ

ロ
のた
く

ら
い

能
田

忠
亮

學
士

の
講
暇
が

あ
る

、
祠
開

 鰍
継
と
亀
に
餅
糧
密

開
懸
に
就

骸
す
§
と
に
な
る
は
ず

本
學
學
生
生
徒
の
歎
は

五
千
六
百
五
十
五
人

本
年
九
月
末
現
在
學
雲
課
調
べ

轟
撒
醤
蟹
畿
八
網
叶
の
騎
瀧
て
驚
離

お
ヱ
と
しほ
ん

コく
ム
ん

む
り

め
巾

だ

つ
た

が
年

九
月
=
4十
穏
現

在
本

膨
贋
蟹
蟹
繊

の
繍
謙
が
麟
日
灘
跨
鰭

が
くゼ
ヒ
サし
と
か
つ

ゐ
が

よ

ヒ

つ
た
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學
生
生

従
総
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ひち
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ガ
く
ゾよ

激

は
五
エ
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ハ
百
五
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五
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大
學
院
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ゼん
し
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わ

にん

ガ
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學
生

は
五
百

九
十

人
,
蓮

科
、
專

修
科

ひ
は

り
し
と

に
ん

チ
グ

笠

助
謂
館

就
が

二
百
+

二
尺
で

、
共
細

ぼ
つ

ニ

こだ

桝

に
左
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あ
る

大

墨

院
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五
八
二

一〇
九

一
一
五

一六
五
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一
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佑
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築
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學

史
學

文
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理
學
部
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濟
學
部
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む

農
學
部

農
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林
墨

化
蟹

生
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丁
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縄
濟

七
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寵
〇

七
一五

二
七
四

;
、八

三
〇
三

三
〇
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七
四
五

一コ四
四

七
五

五
九

七
二

ご
七

三
二七

九

三
浦
周
行
教
授

愈
よ
十
二
月
渡
支

廣
束
の
嶺
南
、
中
山
胸
大
學
で

明
治
史
を
講
義

三
三
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こんしカ

ッんゆん

き
せコ

Aコ餐
か
ら
の
砦
案
で
あ
つ
た
が
黍飾
の

騨
禦
駕
野

に
硝
懸
を
貯
な
か
っ
た

ざ
ゐ

ハ
こ
く
し
くわ

マ
もヒ
つ
　リナ
エ
ゆ

と

交
學

部
國
史

科

の
=
、浦
周

行
教
授

の
濃

し
こ
つ
えノリめ
よニ
つ

ゐ
んぽ
つ
し

い
よ

ユ
いニ
つ

支
講

疲
旅
行

は
愈

々
南
方
支

那

の
最
好

ぜ
ギ
コ

ノ

リ
にぎ
つ

時
働

た
る
十

二
月

に
決
行
す

る
ε

と
な

か
つ
ぺ
ほ
つ
ゼ
つこく
ま
ご

り

.
十

二
月

玉
日
沸

戸
護
照

國
爵

で
先

づ
悉
姓

に
同
け

糖
郵

の
鯉
矯

て
あ

る
が

ど
リレ
ゆ
ゐ

ら
へれ
つ
もオらこ
セ
ベ
し
よロ
コ

同

教
授

夕
陳
列

餓
古
丈

灘
穿

に
訪

へ
ば

さ

じ
と

さ
へ

左

の
如

く
語

つ
た

此
度

の
渡
支

は
、
穴

壌

の
縦

張

と
外

務
省
火

化
部

の
囑
託

と
の
璽

ガ
を

譲

ね
た

も
の
で

、
先
づ
廣

東

の
嶺
甫

大

學
と
中
山
大
學
で
講
義
を
す
る
が
、

潮
ξ
に
て
は
明
治
紐
新
史
、
後
占
に

て
は
明
治
法
制
史
を
講
す
る
積
り
で

あ
る
、
爾
大
學
の
講
義
が
濟
み
次
第

嬬
雇
に
赴
き
、
翻
次
北
上
し
て
優
門

南
京
、
窪
汲
、
杭
州
、
北
.牛
を
札
て

奉
天
に
到
り
、
そ
れ
よ
リ
甥
鮭
を
通

過
し
て
來
年
一月
米
日
臨
朝
す
る
豫

定
で
あ
る
が
、
勿
論
各
地
て
、
殊
に

南
京
と
北
牛
と
て
は
國
立
の
圖
謹
館

或
は
大
學
、
偶
人
の
圖
書
館
錐
.に
於

て
日
支
關
係
史
料
の
蒐
集
に
努
め
る

外
、
日
程
の
許
す
阪
り
各
地
の
大
學

に
於
て
講
頂
を
行
ふ
積
り
て
あ
る

盛
會
だ
つ
た

日
本
英
文
學
大
會

會
員
数
一年
聞
に
二
百
名
も
噌
加
す

近
く
本
學
で
會
誌
を
獲

行

ケ

ニュリく
つに
ゅ

るげいぼ
し
もれハ

だ
い

さく
ヒ
ん

昨
蛸
十

月
下
毎

東
・穴
で
第

一
回
大

曾
を

リア
ユ
ゆ
ニ
んガ
く
られい

ヒ

で

ひに開

い
た

日
制
英

丈
墨

曾
は

、
唱
ハ
の
傍
二

か
ム
ん
きん

への
けゐん

め
く

そ
つ
カ

箇
年
閣

に
曾

員
の
激

二
百
名

も
塘

加
し

な
いよ
タ

じ
コ
じユ

く
ま

て
、
い
よ
く

内
容
の
充
頁
を
加
へて

炉
て
ゐ
る
が
・
凝
簸
は
鴛
鋤
二
椰
照
餓

のんがく
さサ

お
マしつ

を
本
學
に
於
て
十
八
、
卜
九
q
爾
日
に

わ
た
つ
て
屡

し
た
・
解
分
薮

霧

い
へ

えづ

に
お
い

の
纈

威
を

集
め

た
大
曾

だ
け

に
、
そ

の

だ
い

け
う

ぶ
だ
し

け
リ
ロ
ニ

リ
コ

第

一
日
か

ら
、
法

學
部
第

九
教

鰯
に

犯

す
り

よ
ウ

レリ
ゆ
をコ
や

づ

鍵

の
齢
地

な
き

ほ
ど

の
出

席
占

を
見

て

ヘ
ノ
もれゆ

ヤ
ば

こ
ヨらく
ロ
っ
メら

がく

盛
會

を
極

め
、
行

樂
週

閻
て
休

み

の
學

擁

は
曝
な

ら
ぬ
照

蜘
ぶ

り
を
み

せ
た

・

だ
い

ご
り

じ

さ
れあ
い

と
ラ
にい

第

一
H
は

午
後

一
時
よ
り

開
習

、
東

大

ヘヨひ
に

り
い
りわ
　

わ
ノもド
け

に

市
河

=
.市
毅

授

の
開
會

の
辞
が

あ
つ

て

こ
ロえ
ん

っ
つ

けヒ

し
し

コ
エ

トげし

引
き

績
き
講

演

に
移
り
舟

橋
雄

氏
司

曾

か
く
し

に

そ

とく
い

な
ご

の
.下
に
各
氏

交

々
立
う

て
、
共

得
憩

の

藥

を
躾

し
て
繋

を
㌍
き
つ
け
た

にいらく
ユ

ニリえんロゆゐエ

こほ

講
凝
者
及
び
そ
の
題
月
は
左
の
適
り

一、
嗜
切
鴛
g
と
一畠

雪
帥
属
己ε
り一畢

(興
語
)
東
汁
大
學
酸
授

加
膝

猛
夫
氏

二
、
9
犀
文
學
に
現
は
れ
た
る
曝
生
思

想

尾
島
比
太
郎
氏

冠
、
の言
犀B
窟
解
澤
の
方
法

京
都
女
等
敬
授

中
西
信
太
郎
氏

四
、
傳
達
と
表
現

東
、限
叉
理
科
大
學
講
師

竹
友

虎
雄
氏

五
、
申
世
紀
ズ
學
の
一督
式
に
就
て

慶
贋
我寧
大
學
敢
授

西
脇
頽
弓
郎
氏

特
別
講
演
O年
n雪
器
望
=(英
語
)

東
北
帝
大
教
授

ダ

潤
巳讐

蛸&
σq。。∋
氏

六
、
噌
切
幹
亀
畠
と
現
代
思
翻

東
北
帝
大
敬
授

土
居
光
畑
氏

鱗
一
日
は
瞠
腺
府
慰
の
た
め
灘
驚
の
識

ぽへ

ゆ
はへさんおり

演
を
終
へず
、
六
時
宇
散
曹
直
ち
に
樂

斌
轡
徹
で
鎌

醗
冷
禰
つ
た
・
鱗
冒

ご
サ
ヘ

レ

セ
ニ
ト

さ
し

は
十

九
日

侮
前
九

時
よ
り

引
蟹

い
て
開

お
い

管七

℃

く
置

曽

ず
=
o讐

℃
ピ
8

龍
谷
大
學
豫
鴉
講
帥

穿
髭
丈
章
氏

八
、
定
冠
詞
用
法
の
一考
祭

縄
井
中
學
板
敢
訟

齋
膝

翻
氏

九
、
'くo邑
睾
δほ
げ
髪
島
響
昌
〇

九
州
粥
大
救
授

騨
田

實
氏

十

D
詩

入
と
し

て

の
鐸

び
・
。。
冨
く
豊
き
鵠

東
京
高
蟹

中
教
論

左
右
田

貿
氏

十
一
-
国
あ雷詫
芽臼
甘
匿
晶
募
げ

熊
谷
申
學
校
教
論

大
和
久
伊
李
氏

十
二
、
現
代
戯
曲
の
逮
心
性

第
三
高
等
學
校
敢
授

山
本
修
二
氏

十
三
、
ド旨
ε
・
ζ。印冨
g
亀

京
都
鷲
穴助
手

老
田
三
郎
氏

十
四
、
趨二讐
昏

層品
①雪
。昌
に
姉銑
て

三
高
敢
授

瀧
川
、
規
一氏

十
五
、
o。毎
己ロ亀。に
至
る
批
論
史
の
一

面和
歌
山
高
商
教
授

府
川

哲
雄
氏

十
六
、
属。露雪
獣
。
崔①≦
く毘
期
の
英
詩

に
於
け
る
髭
黒
。三雪

同
志
就
女
畿
縦
授

薗
川
四
郎
氏

十
七
、
笈
蘭
文
禦
の
】考
祭

同
憲
就
大
學
敢
授

勝
田

孝
興
氏

十
八
、
英
國
窮
劇
の
理
論
と
賢
際

澗
野
暢
一郎
氏

十
九
、
智
げロ
貿
暑
・剛幅き
に
就
て

一高
敢
授

井
上
思
外
雄
氏

一一十
、
.、噂冨
ヨ。茅
¢岳
q
一μ。ぎ
コO・.

束
京
商
大
豫
科
敬
授

新
墨
ズ
八
郎
氏

甘
一、
英
語
の
語
源
に
就
て

索
京
高
帥
敢
授

邊
渡
掌
次
郎
氏

特
別
講
凄
渚
速
岳

。陣
ぎ
圏
8
ざ撃

国母
。属
国
㌔
£
昌§
氏

閉
曹
の
躍

京
都
情
大
助
敬
授

石
田

憲
次
氏

縣
隙
餓
の
樽
謝
は
凝
蝦
の
凋
矯
に
よ
り

跳
難

梵
學
が
代
る
み
、
離

を
邸
て

ほ
へれ
ん
と

ハく
さ
ん

ニ
と

編
暴
す

る
學

に
な
っ

て
居
り

、
本
年

度

ほ
んカ
く

ぐも

は
本
學

が
こ

の
伍
に
あ

た
る

は
す

筑
}輿
は
日
本

英
交
學

曹

の
盛

況

因
州
因
幡
の
鳥
取
に

時
な
ら
ぬ
學
者

の
集
ひ

本
學
か
ら
も
大
ぜ
い
出
席
し
た

日
本
農
林
學
會
大
曾

ゆん
ア
マり
ん

もれ
いり
も
ヨ
だ
し
も
い

さ

日

本
農
林

學
曹
臨

時
大
會

は

、
去
る
十

や
ゐ
コ

わ
た

ロ
ん
れん

六

・
十
七

日
の
爾

日
に
亘

り
本

年
は
鳥

と
つ

つと
つア
つ
りん
が
くこ
つ

き
れ
ん
ヨ
い

ど
つ

取
高

等
農

林
學
校

の
記
念

祭
に
因

み
同

榛

に
療
て
嚇

燈

・
薦

罵

・
潔
灘

・
九
雌

縦
概

越
・

r
ハ鰹
軽

猷
か
ら

皐
駝

の
慰
凝

や
と

ゆ
ヒ
レい
ヨせき

ほ
ん

たヨ

き

約

二
百
名
出

席
し

た
本
學

か
ら

も
竹
崎

さ

ま
と
びじ

レはコゲ
と

の
う

ぶ
て
り

農
學

部
畏

を
始
め
左

記
諸

氏
出
旛

.
夫

せ
ん
こ
つ

だい
も
く

つ

こ
コ
んん

夫
專

攻

の
題
昌
に
就

き
講

績
し

た

◇

特
別
講

漬

竹

崎
嘉
徳

◇
農

學
科

日
本

梨
果

實
の
護

育
に

俘

ふ
域
分

の
痩
化

に
就

て
(井

口
透

)

低
淵

に
封

す
る
承

稲
の

二
三
品

種
の

暴
芽

に
就

て
(松

田
病

勝
)

◇
農
林
化
學

緑
肥
の
分
解
に
開
す

る
研
究
(穴
杉
繁
)農
夷
用
鵬
巖
濟
に

關
す
る
一こ
の研
究
鈴
本
叉
助
)

◇
朴
型

最
五
に
於
け
る
猫
連
の
公

園
に
就
て
(關
ロ
鋲
太
郎
)

◇
農
林
施
物

醗

に
於
け
る
オ
キ

シ
タ
ー
ゼ
反
憾
に
銑
て
(徳
永
雅
明
)

◇
植
物
病
理

畷
燭
の
一新
病
害
に

就
て
(逸
見
武
雄
)ム
徴
病
菌
の
寄
生

に
よ
る
稻
川
の
、病
害
に
就
て
(徳
田

重
吉
)
梨
黒
班
、病
菌
の
病
原
性
に
就

て
(田
中
彰
一)

◇
罵
聚
響
濟

(哩達
巖
)松
江
演
の

義
田
の
就
て
(原
傳
×
濱
村
正
.}.郎
)

日

騨
塁人 を

1欝

 

愈
よ
明
春
三
月
完
成

留

酵
離
附

瞭
隙

の
疑
粉

と
し
て

斬
新

モ

ダ

ー

ン
な

敵
蜂
結

謝
翰
鵠

が
霞

隙
照
鰍

ロ
マ
だ
いせ
　ほ
く
ぐ
つ

た
ゴ
けめ
こ
うし

てん

て

く
りり

構

内
西
北

隅
に
11

中
工
務

店

の
手
で
完

せ

め
エしゆん

か
い
ぜん

成

し
い
よ

ー
＼
明

春
.一
。月

か
ら
開

院
す

る
こ
と
に
な
つ
キ

鳳
蟹

干
含
喉

ゆ
い
ニ
へ
ひ

ぽ
し

(
五
階

)、

費
七
十

萬
圓

と
い
ふ
彪

大
な

コ

こ
りも
ち
い

ぎ
んゆ
つ
よ

さ
い
けコ

も

の
で
起

工
以
來

一
年
角

臨
の
歳

月
を

惣
し
隷
㈲
萬
灘
、碍
せ
る
こ
と
駈

日
齪
一と
し
て
魏
る
に
騒
る
も
の
て
あ

は
ん
け
へち
く

を
ゆほぞ
ロく
ヒ
メく

る
本

陣
築

の
デ
ザ

イ

ン
は

岡
林
瞳

十
獲

ビ

ロ
ん
けん
も
くゐ

ニ
しわ
よ

自

の
も

の
で

一
般

碑
築
家

が

一
切

脚
賊
ハ

く
のマ
や

タ

ド

し
て

ゐ
な

い
だ
け

に
・
患

病

の
機

微

に

く
り

こ
マ
リよ

い

へ
つ
のゐ

ふ

れ
た
瓢

ま
で
考
慮

に
入

れ
・
馬

院
ら

ぺ
う
りん

は
く
し

り

テ
リ

し
く

な

い
病

院
と

い
ふ
博

十
の
理

想
を

じ
デけ
ム

く

し
ゆ
しヘ
ロ
る

お
んヒ
ゆ

り
ち

買
現

し
得
て

・
手
爾

峯
、
分

娩

毎
の
設

ゆ

いた

シ
れ

ゐ
リ

リ

備
に

至
つ
て

は
斯
界

に
そ

の
類
を

見
な

い
・蹄
隙
の
曉
は
麟
に
黙

駁
猷
へ
の

ド
れ
　
も

カ
ぼ

一
大
幅

吾

と
な
る

こ
と
て

あ
ら
5

、
右

下
宿
料
や
1

室

代
を
下

げ
よ

物
債
下

學
生
々
活
緩

ゼ
　
ヘ
ユ
い

こ
ユ
い

ぜ
ほく

政
附

沸
下
げ

の
古
米

は
b
精

白
し

て

一

て

たユ

#

二
鑓
で
ま
ち
に
出
た
・
玉
ね
ぎ
は

癒
二
鋳
だ
・
家
寧

ガ
スi
瞭
騰
i
敷

ズん

ヤぷ

ガ
くぼ
い

しよコ

聞
ー
す

ぺ
て
が

下
る

、
學
内

で
は

「
食

ど
つユ

コ

ご

ご

堂
極

下

げ
!
」

「
ノ
蓼

ト
睡

下
げ

!
」
と

ら

け
つき
かぎ

や

り
や

くれ
け
つ

我
等

の
共
濟
部

は
矢

つ
ぎ
皐

に
快
報

を

ほ
つ
ハ
う

よ

お

ポつ
の
げ

ら
へ

狡

表
す

る
・
世

を
暴
げ

て

の
物

慣
下

落

に
れ

ガ
く
せ
し

タ
し
ザロ

時

代
に

さ
が
ら

ぬ
も

の
は
學
生

の
下

宿

落
の
大
勢
に
順
慮
し
て

和
の
蓮
動

れ
ひ

ユ
だ
ゆ

コ
ベ

料

と
間
代
だ

、
何

と
か
な

ら
ぬ
も

の
か

と
の欝

が
羅

に
暮

西
ん
だ
・

ちも

ひい
タ
ヘ

ギ
レ

そ
こ

で
迦
く
開

漿
す

る
學

些
う
ど
ん

や

の
酸
蕪

が
麟
銀
と
な
り
・
殿

も
學

蟹
灘
が

こ
の
陵

緻
に

一
硅
を
襟

す

コ

だ
い

ユ

る
こ

と
Σ
な

つ
た

、
先

づ
第

一
に
知

ら

ロ
くゼ
つ

ね
ば
な

ら
ぬ

の
は
現
駄

だ

と
あ
つ

て
・

な
いけ
い
ご
ゲ
つ

け
いヒ

ガ
く
モ
し

し
ん
こ
く

學

内
掲

爪
揚

に
掲
示
し

て
學

生
の
申

告

き

る

う

ヒ

ド

に
し

を
促
し
、
こ
九
を
鍵

に
し
て
大
騨
の

ハ
うしね
ら

　

よ

るべ

き
よ

押
尋

を
定

め
、
輿

論
を
パ

ツ
ク

に
、
琳

し
も

ハ
つり
いヤニ

コ
マ

も
ヨム
もジ

端

、
下

鴨
幽

警
祭

を

逓
じ

て
・
管

哩
下

しはもく
ロ
ぴひ

こ
つサ
つ

と
うで
あ
ロ
な

ユ
マ
リロ

宿
紺
合
に
交
の
す
る
等
薄

の
が
法
を

マ

ロ

ん

と

ヨ
リリ

け
カ

ゴ
て

講
じ

て
凪
現

を
期

で
.る
矧

。
中
に

は
凱

へ

ね

きら

に
幾

分
飽
ド

け
し

た
威
も

あ
ら
う

が
、

π
降

徳
瞭

の
二
肺

慌
は
下

げ
鋤
る

評
餌

せ
ル

オ

性
が

あ
り
さ

う
な

も
の
だ

、
だ
か

ら
値

む
ほ
っ

ガく
せ
レ

下
げ

を
希
望

す
る

學
笙
は

も
と
よ

り
・

テ
て

しく

ね

りと

既

に
幾
分
他

下
げ

さ
れ
た

人
も

.
こ
の

さ
い

わ
けセ
け
と
つ

し
ん
こく

が
く
ゼ
しく
わ

際
そ

の
割
合

等
を
申

告
し

て
、
學
生

課

タ
つ

てゑ
ニ
ん
ヤよ

て
い
げ
つ

に
域
字

的
桟
篠

を
提

供
し

て
ほ
し

い
、

も

し
ん
こく

ち

ゼ
もロ
よ
くべ

着
し
申

儀
が
無

け
れ

ば

「
學

張
諸
雪

は

やく
だ
し

への

そ
ん
な

問
題

に
困

つ
て
ゐ
な

い

の
だ
か

ら
我

々
は

い
ら
ぬ
葎

諦
を

焼
く
喫

艶

が
つ
くん

さ
な

が
な

い
の
だ

」
と
同

君
は
訣

つ
た

■
◆◆
◆○
ー

◆
◆?
筆

ー
⊥
ー

○
◆◆
◇
享
ー

↓
5
う
◆
…

1
半

ー垂
5
う
◆●

ほ
により
かニゆ
ほな

に
つ
き
八
木
助
敬
授
は
謡
る

完
域
す
れ
ば
世
界
的
の
産
婦
人
科
病

院
に
な
り
ま
す
、
何
分
鰯
人
組
手
の

病
院
だ
け
に
細
心
の溢
意
を
彿
つ
て

作
つ
て
あ
り
ち
い
さ
い
問
題
で
あ
つ

て
}剛も
璽
要
な
シ
グ
ナ
ル
・
シ
ス
テ

ム
、
俣
養
室
其
他
蚕
護
婦
の慰
安
篁

等
激
へ學
げ
九
は
限
り
が
あ
り
ま
せ

ん
、
一階
は
分
娩
塵
科
蒲
室
二
、
三

階
は
婦
人
科
手
術
釜
保
責
釜
四
階
職

員
研
究
室
、
圖
苔
室
、
五
階
レ
ン
ト

ゲ
ン
室
、
そ
れ
か
ら
地
F
が
食
掌
で

先
つ
か
5
し
て
大
い
に
御
婦
人
方
の

便
宣
を
謝
ら
5
と
し
て
ゐ
る
課
で
す

槻
艦
式
を
拝
親
し
た
い
人
は

廿
三
日
午
前
中
配
属
將
校
室
へ

ム
だ
さ

さホ

ス
く

も
っ
ぺ

お
ほ

「菊

の
花

険
き

の
盛
り
を

吾
大
鱈

紳
戸

オ

の
海

に
艦

み
そ
な

は
す
」

汁
六

日
は

二

あ
ケ
ん
しな

れ
ん

ぞう
くた

十
年
ぶ
り
の
潔

式
だ
.
宜ハの吐
潮
を

リコつれ
め

ゼ
し

ロ
しくロ
ん

敬
練

學
生

に
昇
暇

さ
せ
た

い
と

あ
つ
て

は
ぞ
く
サ
つこ
つ

を
レ

じん
ロを

け
つ
くナ
さ

醍
圃

將
校
が

大
に
轟

力
し

た
結

果
左

の

と
ほ

逼
り

出、㌔ま

つ
た

▼
場

所

阪
神

急
行
「
み
か

け
」
傑
留

霊

一刀
聰川子
ケ
原
(俗
聡
亦
塚
山
)

(汽
弔
な
ら
佐
吉
騨
で
下
車
)

▼
費
用

往
復
の
汽
事
電
卓
賃
と
書

食
だ
け
自
耕
、
劃
ハの
他
は
不
要

▼
携
帯

品

双

眼
鏡

、
水
筒

、
敷
吻

碗

め
は
汗

戦
か
ら

辮
蝋

の
つ
も

り
で

、

い
ゐ

ご
つニ

こ
ユヘ
マ

レ

り
う

つ
こ
か

色

々
調
沓

交
移
し

た
が

時
間

の
都
合
や

ゐ

ゐ
ぶけ
し

りく
サ
つ

の

そ

の
他

の
關
係

で
陸
上

か
ら
見

る
こ
と

ど
コ
ノか
カ
ぴ

ユず
ぜ
つ

ほ
メ
の
へお
っ

に
な

つ
た

、
赤
塚

山
越

式
揚

の
略
甲
史

へ
へ

あん

ハ
マ
な

ニ

ミコ

蔚

に
蹟
り

D
標
古
図
臼
昨
米

の
小

山
て
.

に
いなに
ぜ
つ

てウ
と
コ

い
ち

稗
溜
場
と
し
て
は
噸
田の
位
置
ら
し
い

蓼

鹸
は
廿
三
日
解
献
醗
に
鍵

曙
騰

劉
に
瞬
遮
ん
で
・
慰
陣
職
磨
録
矯
の
欝

聡
ヤ講
織
の
離
勝
蛎
を
臨
騨
ら
れ
た
し

ソ
プ
ラ
ノ
猫
唱
も
加

へ

華
々
し
い
演
奏
會

來
月

日
公
會
堂
で

モ
こ
リ
サ
つゐ
りけ
リ

ド
ん

くお
と
ゆ
ウ

學

生
交
響

管
絃

楽
閣
と

し
て

闘
西
唯

一

藻
り
紳
る
・
艘
盤
饗
灘
は
趣
繊
め

ヰれナを

コ
ェ

なた

ざ

ま
し
き

活
躍

を
蟹
け

て
ゐ
る

が

、
來

ど

じ

ご

ド

およ

る

十

一
月

一
日

(↓
ウ
午

後
六
時

牛
か

ら

を
カま

こ
りもり
いど
う

し
つを
え
くそ
りもぬち

ゆい
さ
ヨ

岡
蘭

公
曾

堂
で

秋
季
順
奏

曹
を

囲
催

す

こ
もく
リレ

リるし

ヨト　

る

℃
令
阿

は
始

め
て

の
試
み

と
し
て

、

か
げ
ま

ゆ
つめ
し

ゴ
よ

有
名

な
る

伊
太

利
歌
劇

ラ
デ

エ
ム
及

び

マ
ダ

ム
パ

タ
フ

ラ
イ

の

一
鰐

の
ソ
プ

ラ

く
は

ノ
を
ブ

ロ
グ
ラ

ム
に
加

へ
る
ε

に
な

つ

を
らむ
つ

ゑ
くち
くを

と
ほ

ほ
ん

て
ゐ

る
、
當

日

の
曲
月
左

の
通

り

(
本

ヤ
むロ
ら
コ

學

々
生
藻
料

)

一
・

ジ

ユ
ピ
タ

ー
(
シ
ン
ホ

昌
1
)
モ

ツ

ト

ー
i

ア

ル
ト

ニ
、

ラ
ボ

エ
智
ム

・
マ
ダ

ム
パ
タ

フ
ラ

イ
〔
プ
チ

ニ
)
猫
唱

,
新
實
愛

子

三

、
夏

の
田
園

オ
ネ
ガ

ー
、
牧

奪
グ

リ

ー
ク

、
其
他
戯

曲

傾

織藷

は
D
磁

搬
鵡
隔

棚
剛

の
謄
職

を

つ

あさ
ひ

らか
いもく

え
ん
ひ
り

受

け
て
、

朝
口
曾

無
で
演

奏

を
な
し

・

こ
つ
　
つ

ほ
く

ほ
つこ
ん
しゆ　

好
酔

を
補
Uし
た

こ
と
あ
り

、

一
力
今
春

ろ
い

し
し

ビ
つ

お
ん

り

うん
ニヌ
ヨ

褒
メ
ソ
テ
ル
氏
指
螺
の髭桑
環
穐羅
義

ぼ
やた

た
ゆほ
い

ノ
うし

て
ハロ
ん
り
つわ
いと
つ

め
つ

外
田

中
挙

ロ
.郎
氏

の
擦
琴

敬
挿
等

夕
以

りれつ
やく

さ
ら

こ
リ

ロマ

て
蕪

し
て
ゐ
る
が
、
更
に
好
榮
κ
の

お
り
けし

こ
ヨガ

勾
部

〃
獄

迎
し
て

ゐ
る

學
友
會
を
姐
上
に

廿
四
日
、
講
演
部
‡
催
で
ー

學
友
會
問
題
批
判
演
設
含

「駿
躍
餓
を
ど
5
す
る
か
』
の
職
瞭
が

ガくぼいのくれうめん

學
内
各
方
面
の
トピ
ソ
ク
と
な
つ
て
ゐ

る
擶
か
ら
・
灘

騨
で
は
・
瓶
る
賛
四

日
解
響

三
畔

か
ら

・
潔

繊
郷

二
潔

犠
で

ゐ

か
くゆ
コ
お
りら
んだ
い
ひ
ほ
んゑ
ん
せ
コ

れ
いあ
　

例
會
を

粂
ね

「
學
友

會
問
憩

批
判
演

説

に
べ
だい

るを

もおけ
曾
」

を
騨
す

ε
に
な

つ
た
が

、
問

題
が

職
際
だ
け
に
、
猷
獄
盈
羅
の
糞

、
一

を
え
ん

ゴ
ぞ

ロん

せ
し

く
わ
じ
つ

般
學
生

の
出
演

を
望

ん
で
を

り
、
過

B

つぐ
ぶ
あ
ノ

ニ
モ
る
ぶ
ゆく
ロ

む

ピ
あ
ん

各
部

宛
、
講

演
部
総

務

の
名

で
・

出
演

を
綴

し
た
・
紺
つ
て
畿
々
の
爾
駁
か

ら
・
騨
鶴

そ
の
も
の
」騨
慨
な
き
脚

絨
が
謙
み
ら
れ
る
べ
く
脚
醗
幌
濫
隈
に

騰
す
る

間
申
込
み
は
前
日
ま
で
に
襲
友
會
事

務
室
へ

鞠汎
有
信
會
大
會

來
月
九
日
市
公
會
堂
で

餓
興
呼
物

カ
のき
づ

な

ねん
ご
と

一
一.年
毎

の
開
催

で
は
待

ち
還
し

い
、
何

ま
っむ
んむ
ら

レ

ち
つな
へ

故

毎
年
開

か
ぬ

か
と

一口
ふ
註
丈

ら
田

て

け
つ
ユ
ず

ぬ
ん
ロ
ご
と

ら

結

局
コ

一年

目
毎
に

:
・二
と

』
ふ
こ

と

に
鰍
掌よ
つ
た
潔

製
耀

の
濃
鶴
儲

餓
庶
餓

コ
ほ
リ

コ
と

ち
いド
コ

ご
ご

は
既
報

の
如
く

褒
月
九

日
(
日
)
午
後

固

む

し
み
ヒセ
ゆ
ニも
ぽ
こ
う
もハ
　ぎ
つ

カ
いき
し

時

か
ら

市
内
岡

崎
市
公

曾
堂

で
醐
催

一
、
學
生

委
員

の
開
會

の
蹴

一
、
烏
貿

陽
會

長
の
挨

拶

一
℃
新
城

絶
長

の
挨
拶

は
先
斗
町

レ
ヴ
ユ
ー

購

一
℃
敬
授
先
鷺
墨
生
の
五
分
間
演
説

ハいれんヒん

が
あ
つ
て
、
画
ぐ
紅
葉
映
ゆ
る
李
安
齢

黙
轍
嶽
の
薩
獣
餓
に
匿
る
が
餅
潴
に

は

酒
、
ビ

ー
ル
、
お
で
ん

、し

る
こ
、
そ
ば

と
う

ヨ
て
な

ご
んど

強

敏
等

の
模
凝

店
を
し

つ
ら

へ
、
A
-度

よ
け
つ

お
こ
き

は

鯨
興
も

ず
つ

と
目
洗

を
か

へ
て
、
先

こ
っ

む
つじ
ょ

の

斗

町
の
少

女

レ
ヴ

ユ
ー
を
見
せ

る
さ
う

さ
だ

に
　
ゐ
コさ
い

ほ
く

だ

か
ら
定

め
し
大

喝
米

ク
博
す

る
こ

と

だ

ら
5

金
子
博
士
還
暦
記
念
に

祝
賀
講
演
會
を
開
く

京
機
會
本
年
度
大
會
を
か
ね
て

へ

か
り

け
う
し
む

ど

は
くし

こ
っザて
ぞ

も
ヨ

丁

學
部
機

械
學
敢

峯
金

子
登
榑

士
の
還

鯉

は
藤
る

十

一
月

骨
三

日
に
灘

る
の

て

ピ
ゐ
り
でモ
フ

サ
ん
ぬん
お

も

あ
けぼ
し

洞
敢

室

で
は
、
本

年
度

の
京
機
學

會
大

お
ゐ

か

ヨ
リじ
つユ

ぞち
ニ
ミ
ん
もりい

ゆ
めユ

瞳
冷
黛
ね
同
日
記
A欝

演
曾
を
継

ず

ま
しよ

ま
け
ノ
ロ

る
ε
に
な
72
た
o
堺
所
は
未
た
決
定
し

な
い
が
(多
分
樂
摺
飾
触
か
読

磁
戯
は

こ

し

左

の
五
氏

で
あ
る

金
子
搏
士

▲
官

原
本
墨

助
教
授

▲
膝

本
本
學

助
敏
授

▲
谷
揚

大
阪
工

大
敏

授

▲
陶

穴
路
大

阪
工
大

敏
授

せけ

リ

リ
コザ
げこ
けりょヘ

ロ
ノ
ロ

ァ
ののれ
ミ
ゆゆ
も

侮
,仙
日
は
㎝講
歓會
萌
に
博
十
の羅

も
ハっ

コ
タ
ベし

る
ロ
ほ
ゐ
ニへ
ものロ

お

四
曾

を
、
講

.愼
後

祝
潤
晩

餐
冒

を
催
す

・とに
な
つ
て
ゐ
る
が
・
瞭
禦
馨

ねド
リ
ド
つちむい

ミ
は

A,山串
ズ

曾
て

は
、
さ

き
に
〆

切
り

を
終

レにロ

ロ

に
く
し

セ
うヨ
つ

つ
た
硯

賀
苔

金
に
よ

り
、
揮

十

の
省
像

ぐわ

の
へ
こ
や
しん

な
ヒ
さく

め
ん

は
く

憲

二
面

(畠

唄
)
を
製

作
し

、

一
面

を
博

ぎ

肇

・

融

を
欝

嵐

劉

に
窃

NA蘭
懸秀器TY融融
鴇 蕊

CORO
用

語
,

帯

露
λ

携

窺
用

ハ
佛
母

ナ

菟
ユ

ロノ自

¥135.・

染京銀座 熱 海 商 居

毫竺8δ茜文適堂

騰
し
・
儲
畷
金
は
衡
嚇
蠣
は
儲
諜
田
金

ゆくし

と
し
て
博
士
に
贈
る
と

藤
浪
博
士
の

還

暦

來

月

仕
八

日

駐
蟹
幣
蝋
穐
鑑
禦
子
は
漿
斜
八
日
を

 らアき
ア

い
カ

む
つ

しゆも

以

て
還
暦

を
迎

へ
る

の
で
、

こ
れ
が

祝

ガ

フ
い

く
おは
ん
ち
い

ヘ
コリ
が
ぐ
り
つな
ノ

賀

に
就

て
、
樋

般
來

・
病
理
學

教
室

の

ゆ
と

ハ
ひに

い
りず
れ
う

も
っ
しぽの

人

々
の
間

に
協

議
巾

の
と
こ

ろ
、
明

右

セ

だ
し

しム
ズ
らのぬ

ゆより

リ
コ
て
も

四

月
盛
大

な
硯

賀
曾

を
催
す
三

に
訣

定

しらリリ

あ
つ

ゐ
く
し

ら
く
ゆ

n

卜
熟

々
坪
備

中
て
あ

る
、
な

ほ
緯

十

らサんれ
ゆざ

れ
リ
リ
げ
ロ

と
く

や
ね

は
く
し

の
鳳撰
暦
記
念

學
業

は
特

に
行
は

ず
埠

十

くん
と
つ

つ

む
ん

こん
こ

の
薫
陶

を
受
け

た
門
弟

か
ら

、
八「
後

の

け
ん
ヌ
つし

た
ん

　マ

研

究
費

の

一
端

と
し
て

金

一
封

を
附

る

理
農
南
學
部
で

特

別

講

義

◇
理
學
部
化
學
教
室
生
剛
化
學
部
卜
増

二
十
日
〔目
)よ
り
二
十
玉
口
(士
.)ま
て

侮
日
午
前
十
一時
-

卜
二
時
於
理
型

部
化
摯
敢
軍
生
物
化
學
部
講
義
醸
酵
微

生
吻

灘
北
帝
大
教
授

巾
澤
亮
泊
氏

◇
菌
繰
及
緬
物
病
理
學

十
月
二
十
日
よ
り
同
二
十
玉
日
迄
毎
日

午
前
八
隠
-

同
卜
時

於
農
學
部
大
講
堂
(二
十
四
日
(金
)に

限
り
第
四
講
義
室
)

一
、
菌
學
の
性
に
踊
す
る
諸
問
題

(二

時
間
宛
.二回
)
研
究
の
歴
史
、
有
性

作
用
の意
義
、
菌
の系
紬
護
達
と
有

件
作
用
,
性
の
決
定
に
就
て
の
諸
説

二
。
寄
慈
薗
に
劉
す
る
縞
物
の観
抗
に

圃
す
る
理
諭
〔二
時
醐
宛
.一.回
)、
冤

擾
菌
の侵
密
質
、
購
理
性
.
寄
荘
撰

揮
等
に
封
す
る
議
説

講
帥

東
大
教
授

理
學
揮
土

■
響
■
醒
暫曇
1
6塁
昌
置層

6
聖

草
野
俊
助
氏

西
事
務
官
退
官

ハ
ぢ

サ
ベ

ノ
じ
とゐ

もれれ

七

ケ
有
揮
本

學

の
お
峯
所

を
預

つ
た
曹

け
　く
わ

っヒ
し

ニ

さ

訓
課

長
西
信

忠
比

は
ム
る

十
六
日

付
で

佼
簸

既
と
な
つ
キ

霞

瀞

線
の

解

蹴
資
一.+
五
鮭
獲
鰐
瞭
を
禦
献
・

益

七
艘
+
二
最

鎧

と
し
て
艘
學

に
趣
駁
し
・
階
瞭
隊
隙
の射
鯉
を
携
恥

コ

オん

しべぎ
らわしナリくわくつ

し
.
同
十
.一↓年
四
月
本
部
曹
ヨ
課
長
に

轄

じ
俄
昨

に
灘

ん
だ

・
鐸

の
隙

十
簸

一

ヒ
き

の
と

ヴ
ィハ
ヤ
わく
き
へ

ど
ロ
ヘ
カ
く

ほ
つ

日

の
如
く

粘
腎拗
格

勤

、
丁

度
本

學
の
畿

て
く
くリニこ
うき

ゴ
い

こ
め
る
と
び

もねれけ
いヒ

展

鑛
弘
期

に
際
し

.
小

面
倒
な

曾
計
事

づ

ひ
タ
マ

ニ
コせ
き

ま
た

務

を
引

受
け
て
功

績
が
多

か

つ
た
・
又

び
ん
ガ
ぐゆ
っ
らわいせ
んリ

カん
し

ゴ

ロ
んし

U
面

學
た
會

卑
務

幹
串

を
兼
ね

・
本
紙

キ
つカメ

まロい

よ
さ
も
モ

　か

は
ん

の
創

刊
に

際
し

て
も
酸
勢

共

の
他
萬
般

わ
な

じ
ん
コよぐ

ぢほ
と
っ

こ
つ

に
亘

つ
て
器

力
さ

れ
た

、
爾
冨

分
は
後

ド
ん

し
よ
き
ニゆゐ

ユよ
り
らの
いけ
い

任

を
お
か

す

「
㍗
H記

官
は

庶
務
曾

討
を

鶉
珊
す
」
と
謬
ふ
凝
卿
藤

の構規
懸
に

よ

セし
し
アぽ

くえ
づ
り

ごよ

ゐ
ム

依
り

岸
謎
記

官
自

ら
そ

の
串
に
常

る
ら

し

い

(
暮

輿
は
西
氏

)

行
政
科
ロ
述

試
験
合
格
者

はん
れ
んど

ぐ
っと
マ
し
サん
ロ
　セゆ
く
わ

こ
コじゆのし

ドも

本
年
度

高
等
試

瞼
行

政
科

の
口
辿

試
瞼

熊

辮

は
妻

る
八

日
付
め

駿

羅

らっ

コぶ
んがく
レしあよ

表
に
な
つ
た
が
、
そ
の
申
本
學

生々
及

そコけヘリリ
さ

めり

び
卒
業
生
は
左
の
十
名
て
あ
つ
た

大
塚
正
、
大
園
構
二
、
加
醜
満
一
、

田
申
直
吉
、
王
藁
鎭
元
、
永
野
乃
辰

村
陶
信
勝
、
潮海
辰
立
、
城
仁
策
、

廣
橋
翼
光
(以
上
何
れ
も
法
科
)

法
學
會
大
會

來
月
五
臼
開
催

ほ
つが
く
ぶ

ほ
つ

へわ
いん
いお
り

ら
れ
げコ

法
卿
・部

の
法

撃
曾

大
曽
は

來

月

五

日

や
り
ゆん
か
く

ケ
よ
つ

(
水
)
本
學

で
塁
行

さ
れ
る

こ
と

に
な
り

需
酷
腰
糖
撚
撚
・
黙
駐
脇
駕
癬
の
藤

ロず

ヌ
る
ぼ
いと
エ

カ

て
い

あ
ろ

筈
な

れ
ど
頂

騨
箸
は

未
定
で

あ
る

大

阪

に

支

部

を

設

け

た

い

有

信

會

ヌ
うガ
ビ
ぎ

さ

よ

ゆ
つコ
ん
お
い

に
いお
い

去
る
十

五
日

夜
撰
婁

部
有
信

曾

の
大
曾

しけへゆ

ぴ
ハ
んもれハ

ゆ
　もわ
ちぼ
ん

カ
いノな
げ

哩
伽

委
員
曾

が
榮

友
習
蝕
で

開
艇

さ
れ

ゆ
つし

ぎ
コ
たる
につ

もわ
ニ

た
が
曹

後
有

志
の
難
談

中
端

し
な

く
も

ヘハ
い

し

ガ

カく
ち

な
つ

り
つけ
つ
りし

曾
の
支

部
を
各

地

に
設
け

、
卒
レ
パ
生
・

リ
コロ
ゆ

の
でサ
も
ゆん

らく

の
コ
ゼ
ノ

教
投
、

學
妊

閻
の
辿

騒
を
も

つ
と
密

掻

に
し
た

い
・
断

欝
り

織
断

の
贈
雌

焔
騰

こき

ニ
ラ

い

ピ

に
之
を

設
け

て
は
ど
う

か
と

島
ふ
語

が

ご
つけ
ベ

コ
コけ
っナ
し

昌

ち
あ

が
つ
た

、
負

塊
の
饒

は
卒
柔

鉦

ユ
つヒよく

ひ

ぜ
つ

へも
ぎ

え

の
就
職

に
も
葬

鴇
な
襖

實
.か
律

ら
る

Σ

ユ
ゾ
レ

こ
と

」
期
待
さ

れ
て
ゐ

る

八

日

市

飛

行

隊

開

放

今

春
來
本

學
航

察
研
究

會
員
が

研
究

に

行

つ
て
罵

つ

た
八
日
市
3

飛
行

聯
隊

で

は

來
月

一.日
創
覇

記
ハ,心
祭
と
砦

内
に

あ

る

沖
之
原

蘭
耐
昇

殴
治

威
式

夕
行
ひ
常

R

ヂ
,
四
を
陣
放

し
て
晒

天
な

れ
は
午
前

十

時
か
ら

職
㎜圃
飛
行

、
高
算
飛

行
を

や

り

器
其
機

爾

の
戒

明
も

あ
る
か

ら
研

究

會

員
は
も

と
よ

り
歴

へ
の
悼
れ

か
持

つ

多

数
墨
生

が
出

か
け
る

こ
と
た

ら
う

薗○
攣
生
課
下
宿
科
値
下
げ
に
一石
を
投
丁

衣
愈
足
つ
て
縄
師
を
知
る
の
調
、
田心恕

苫
導
よ
り
そ
の事
、
そ
の
覇
1

0

崖
婦
人
科
の
新
築
は
、
東
洋
一
の
宏
班

な
も
の
、
羅
兄
制
限
の
折
柄
も
つ
と
小

さ
く
て
も
よ
か
つ
た
の
に

○

「石
の
上
に
も
三
年
」
「赤
ん
坊
も
三
年

た
て
は
三
つ
に
な
る
」
侭
諺
概
ね
こ
の

如
し
、
今
年
失
敗
し
た
と
う
す
る
?
生

謂
調
萱
を
完
放
さ
せ
よ

○

「憐
め
る
學
友
會
」を
廻
上
に
の
せ
て
講

演
部
穏慧
の
御
料
理
.
矩
ら
ず
こ
の
劒

活
人
劔
か
殺
人
劔
か

廣

告

刊 新
第
蓉

(総

説

。
生
産

の
理

論
)

定
債

二
・
O
O

格

の

理

論
)

脚後

二
毛
σ

第
二
雀

(慣

逸
科
書
貿
各
二
七

昭
和
五
年
度

最
新
の
法
令
増
補

『盗

犯
等

ノ
防
止
及
庭
分

呂
關

ス
ル
法
律
』
そ
の
他

附
酬録

「民
法
親
族
編
中
敬
正
ノ要
綱
』、民
法
桐
績
編
串
改
揺
ノ
要
綱
」

「刑
怯
敗
正
ノ
綱
領
」

辱

ー

く
く
ご
ノ、く
く
く
ζ
…

°ー

ー

ヒ

む

上
製

二
團

二
+
銭

(繕

蘂

)

,
ノ甑
ご

特
製

二
圓
丑
十
鋒

(納
軟
革
装
)

ボ
ケ
ツ
ト
型
・縛
頁
一
三
濯
八
頁
・
イ
ン
デ
ヤ
紙
∴
昌機
組

」内
容
見
本
警
芝

即
綱
鮮
明
。製
本
墜
牢

幽

605
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十扁號

米
債
政
策
ε

農
家
経
濟
ご
の
矛
盾

瀞

に
腕
す
る
隈
麟
は
俄
に
鰹
ま
つ

た

腰
麟

で
ほ
な

い
が
・
舐

搬
陛

に
於
け

のく
だ
い

だ
に
い

ね
ゆ

ぺ
へう

こ
くム
し

る

閥
題
は

、
大
胴

に
於

て
米
償

が
國
勾

蟹
蔽

晶

の
盟

想
に

強
す
る

蟹
離
脚

に
貯

カゆ

ロ
ぴ
コ

ゼ
っ

し

て
安
す
ぎ

る
と

い
ふ

齢
抽
か

ら
張
ず

る
職

蹴
で
あ

る
・

こ
の
闘

綴
ほ

そ
の
駅

ハ
よ

り
ゆ
つ

う
ニ

ハね
る

因
た

り
理
由

た
る
腱

に

つ
い
て
考

へ
れ

りねの

し

ば

い
ろ
/

＼
に
考

へ
る
こ

と
の
出

來
る

趾
剛

を
麟
し

て
ゐ
る

が

・
催

は
そ

の

}

は
つハ
ん

りヵヨ

カ

ずも

方
面

に
つ

い
て
考

へ
て
見

た

い
と
田
心ふ

ぞ
レ

こ
くの

ゼ
さ
く

ぺ
ぢさ
く

ア
う

そ
れ

は
米
作

に
轡
す

る
國
家

政
策

と
農

カ
ぱ
ヒ
と
ゾ

む

ら
ゆ

ちく
ぼ
し

ゼ
ち

家
欝

と
の矛
贋
か
ら
こ
の
閲
題
が
生

サぼ

ジ
ん

の

もヵ

じ
た
と

い
ふ
見

力
で

あ
る
o

齪
ち

、
近

ね
も

くヒ

こ
く
ハん
しよ
ちハ
つあん
は
い

年
我
が

國
は
國

民
食
糧

筒
題

な
る
も

の

が
や
か
ま
し
く
・
蟹

鷲
に
蜥
し
て

慰
綴
の
螺
鰍
側
織
が
府
憲
す
る
と
い
ふ

ロ
レマ
リさ

ゐぐ

串
情
に頭
を
憧
ま
し
た
の
で
あ
つ
て
、

こ
の
糠
賭
を
姫
九
る
た
め
に
・
護

の

撚
臨
が
囎
ん
に
携
は
れ
た
の
で
あ
る
・

認
婁

で
も
な
く
聯

に
黛
て
は
颪

謄
の
囎
蹴
が
な
さ
れ
、
竪

の
膿
礁
も

彿
は
れ
キ

零

磯
蜷
に
鷹
て
は
・
愁

ニんまいぞうレニぐけめへを

規
模
な
庵
米
増
殖
観
雷
が
建
て
ら
れ
て

すい
ピ
ノ
つ

し

ツんアく
けゴリ

41
拓
単漿
や
、
水
利
串
薫
に
多
く
の
沓

どをぎ

とくりつ

ヰつ

金
が
投
ぜ
ら
れ
る
と
同
時
に
。
作
法
の

蹴
郎
馨
も
鷲
蛾
に彿
は
れ
た
・
こ
れ
ら

.の
=
國
家
的
政
策

躍
の

綿
踏
・
瞭
敏
に
鷹
て
は
・
猷
轡
灘
び
鱗

鰍
に
於
け
る
嶽
駄
の
蟹
戴
鵡
は
著
し
く

そもゐ

たいきへ
おんまい
ユたのをへき

増
加
し
♪
蚕
謹
の産
米
も
亦
壌
加
し
て

蕊

撫
て
嵯
し
側
慧
轄
を
肯

・

瀞

は
そ
れ
が
た
め
に
慧
騰
に
鷹
て
僚

謙
の鰍
郎
を
捲
ち
・
蹴
に
蝋
鰍
の
護

な
ノら

ひ

だ

た
ゆ

む費
が

内
地

の
そ
れ

に
比
し

て
、
大

臓
に

ほ
サ

けコ
く
き

なハ
ち

ギ
しさ
ん
しヤ

ヨ

ニ
セ

安

い
結
果
、

内
地

の
生
産

酋
は
並
鱒
遺
の

釈
脚

を
腸
て

し
て
は

蒸
鯉
織

蝋
が

だ
ん

こ
ん
ロん

お
い

だ
ん
偏
癖

に
陥

る

こ
と
に
な

つ
て

し
ま

と
し

ぜ
つ
サ
う

カ

つ
た

の
で
あ

る
、
今

年
の
駄

況
は

、
未

鮮
有

の
蟹
償

の
た
め

に
嬢
粥

の
照
撒

を

ゼ
っ

ヨ

ユ

生
じ
て

ゐ
る
や

う
に

見
に
る

け
れ
ど

も

おの
さ
い

ゐぼ

カ

ヨん
れ
ん

ガ
いリ
テ

實
際
は

右
に
辿

ぺ
る

近
年

の
傾

向
が

、

ど

つ
よ

つ
り　

か

そ
の
度

を
彊
く

し
て
現

れ
て
來

た

に
過

拶
な

い
・
癒

に
そ
れ
が

一
綴
伽

僻
刷

豫

の
郷
ひ
と
繕

つ
て
囎
れ
た
鷹
・
謝
預

ひく
ギ
つ

ロ
うち

よ
つ

ヨ

動
地

の
現
象

の
檬

に
見

耽
る

の
で
あ

る

ぽ
ゼ
　
も

め
ご

さ
ご

ニ
ハ

醸
情

養
し
右

の
奴
し

と
す

れ
ば
、
殿

搬
、
瀬
瓢
郷
の騰
硲
は
・
隈
禦
の
欝

翻
簾
の堪

よ
り
せ
ら
れ
た
蟹
厳
の蟹
、

ち

き

こ
の　

イ
ハざ
い

れ

ロ
拗
が
内
地
に
於
け
る
剛國
葎

濟
を
し
て

ニへゐん

し
モい

困
難
に
陥
り
し
め
た
と
い
へる
次
第
で

翫
つ
て
・
騨
る
獣
曜
に
鷹
て
は
露
家
の

私
藤
が
瞭
躍
の
無
翻
躍
の
た
め
に
轡

も
ヒ

性

に
せ
ら

九
た
わ

け
で

あ
る
、

そ
れ

に

の
つカ

ゆ
ロ
ん

く
こ

ウ
リ

ま

た
農

家
自
身

と
し
て

も
我
が
國

の
毅

はん
く
き

マ
カ

け
いぎ
　

カ
ん

た
ヒ

民

は
・

一
般

的

に
は
未

だ
絆
濟

に
封
ず

ぢ
エ
さ
ち

よ
か
む

り
え
ピ
し

る

知
識

騒
だ
幼
稚

で
あ

つ
て
、
現

在
す

で

に
騨
煮

は

冨
資

本

主
義

的

=
な

懸
利
麗

に
蹴
を
階
み
却
れ
て
ゐ
る
に

ナ
リ

ピ
し
ん

りよ
ぜ
へ

拘

は
ら
ず
・

農
家
自

身
は

依
然
と

し
て

リ
ロさ
で

ロ
な
つ
つ
れあ
も

けねほ

君
風

の
自
絵

鰹
碑

の
考

へ
で
や

つ
て
ゐ

な

だん

る

の
で
あ
る

、
國
ち

何
で

も
多
く

年
り

い

の
みニ

さ

へ
す
れ
ば

い
Σ
と

云
ふ
や

う
な
考

へ

も
く

り
おく

ド
へむ

多
く
作

れ
ば
債

格
は

下
落
し

、
業
務

が

艶
ち
得

ぎ
艦
く

な
る

こ
と
に

醗
す
る

魏

き
ほ

と
　

ヨ
た

ト
リエ
ん
ご
げ

へ
が
乏

し
い

・
從

つ
て
、
又

、
農
陸

物

を
作
り

酵
す
だ

け
で

も
つ
て

艦
騨
終

へ

せ
マを

と
む
ロ
お

り
と
し

こ
れ
を

商
品

と
し
て

取
扱
ふ

こ

り
を

ワだ
ロ

あ
り

ど

よ
テ
む

と
に
駒

す
る
努
力

が
甚

だ
幼
稚

て
も
あ

り

・
こ

れ
に
か
ん

す
る
舗

も
密

ら
な

い

ヨ

ぶノ

は
つ

そ

れ
が

た
め
に

、
技
爾

は
最
蓮

し
な
が

ら
総
鰍
は
欄
に
隣
煕
を
嘗
め
る
懲

に

　
レ

リいこのつ

陥
つ
て
し
ま
っ
て
ゐ
る
、
こ
の
郷
摺
知

しき
ようつ

ロ
ぜう

カロ
カ

識
の
幼
稚
と
い
ふ
串
怯
が
、
右
に
遮
べ

る
隙
誤

鎌
拷
の
瀧驚
と
灘

つ
義

隣
紫
疑
の
翫
麟
の
嚥
鰍
を
讃
ぜ
す
る
に

いた

サリめ
カフ
こと

至
つ
た
ε
は
箏
ひ
歎
い事
な
の
で
あ
る

さ
れ
ば
・
環
研
に
於
け
る
我
が
醸
臨

剃
の
簸

を
潔
ふ
た
め
に
は
嶽
糠
に
つ

い
て
は
、
囲摺
瞭
騨
に
灘
て
慰

燦
簾

翼勲
家醗田経

芝
濟 嗣
の
富 郎

た
画

1

ま

こう
り
よ

お
を　
や

き
ヨ
コ

つ

場

を
考
慮

し
、
爾
占

が
廟

☆
し
得

る
や

う
な

遅
を
鋸

へ
る

こ
と
が

四
鶉

で
あ
る

と
難
に
・
鱗

難

に
紺
て
犠

禦
し

し
ほよヒのヨ
ソ
だレ
ぽ

オリ
ギあけコ

く
費
本
↓義
待
代
に
於
け
る
螢
利
的
業

卵
の
榎
豊
に
鶴
み
て
・掛
鰯
に
野
す
る

警

談

に
つ
い
藁

融
の
張

を

す
る
窪

が
あ
る
・
こ
の
工
夢

な
す

び
よ
っ

に
つ

い
て
は

、

一
に

ほ
需
要

に
射
し

て

ぜ
りほ
つ

ぐ
つ
つる

せ
エ
ん

と
つ
ぜ
ノ

む
ゐ

供
給

を
馳調
叩
丁
る
炉
奇

の
'胸
齢
を
行

ふ

こ
と

≦
・
駕
献

物
戦

爵
解
礁

を
梵
解

す

も

よ
あ

く
ヒ

る
こ

と
」
、

こ
の
二

つ
が
距

要
な
鐵

で

ろ
　

ア
っ
ゐ
こ

あ

る
が

、
こ
れ

は
回

れ
も
炭

坂
鰯

々
の

りゅ

む
コ

カ

を
以

て
し

て
ほ
、
ど

う
に

も
な

ら
ぬ

ねは
の

ノ
ユ
コ
ぞ

ゼ
つ

こ
と
で

あ
る
か

ら
必
す

や
多

敏
占

の
共

と
つ

ひ
レを
てよ
ど
りき

同

に
よ

る
維
織

的
努
力

に
挨

つ
の
で

な

け

れ
ば

な
ら
な

い
・
架

隣
・
偲

甲
僑

の

職

慰
と
し

て
・

よ
く
牒

へ
ら
れ

る
と

こ

ろ

の
解
縦

侮
を
犠

ふ

こ
と
・
ピ

れ
で

あ

ロ
つサ
リ

ギ
しど
ん
ロよ
ほ

る

、
そ

の
方
法

に
ょ
つ

て
生
産

販
爵

の

と
なり
ご

む
た

ユ
き

統
制

を
行

ふ
こ

と
が
出
來

な

い
な
ら
ば

俄
欝
麗
騨
黎

の
駆
懸
仏
は
あ
が
ら
ぬ

と
概
は
儲
ず
る
・
そ
し
て
誓
肇

副
さ
ロ

ま
つ
ホの

ニく
り

も
しさ
く

濟

の
救

濟
に
か
ん

す
る

囲
家

の
政
策

は

醗

燃=
米
穀
專
賓
制

=
で

じ
の　

ゐ
ユ

ペ
せ

ノセ

つ

も
買
施
し
な
い
隈
り
、
か
の
米
鑑

の

響

跳

て
し
て
は
・
諜

・
多
く
を

畢

鰹
ら
れ
な
い
し
療

磁

利
豊

ゆ
っ
げ
つ

り
ん
レ
て
なお
ま
ア

ぐと

の
融

遇
に
よ

る
臨

時
的
救

濟

の
如
き
も

あ
る
謬

の
讐

九
た
無

し
か
騨
げ

解
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
侃謬

の
庶
凝

雁
鐸

卿
と
し
て
は
罪

と
も
夢

の

ピ
っ
く

し
ニ
よド
き
レん
り
っ

ぞ
ハ

自
壁

に
よ
る

目
助
的

運
動

が
行
は

れ
な

ノ
ま

マ

け
2毛
ぱ

な
ら

ぬ
、
即

ち
、
あ

る
献

鉢
に

灘
て
は
麗
解
は
・
殴
解
の
欝

螺
慨
に

野
し
て
囎
射
練
霧

詳
の
立
野
を
艦
る

鵬
聡
が
あ
る
の
で
あ
つ
て
こ
の
郎
籐

ど
り
き

ニ
く
め

ア
うカ
き
つ
ユい
ゼ
もさ
く

お
レ
ま

努
力

と
國

家

の
農

家
救
濟

政
策

と
椙
挨

おゐ

こ
ん

つ

て
行
は

れ
る

に
よ
り

、
は
じ

め
て
今

で
キ

ワん
ハ
ん
だ
サ

し
く

う
い
け
コ

日

の
難
闘

題
は
幾

分
か
解

決
せ

ら
れ
る

ロ
ゐ

ユ

で
あ

ら
う

と
信
す

る
、
く

れ
ム

、
も
希

禦
し

た

い
こ
と
ほ

・
こ

の
駿

醍
鱗

騰
断

の
膿

罵
と

い
ふ
こ

と
で
あ

る
・
鑑

敵
の

へ
とだ
ナ

と
マ
ピ
さ
く

問
題

に
の
み

追
は
21
て
當

坐
策

の
み
を

ゆんみ

け
つま
しタ
な

コさ

考

へ
る
こ
と

は
懸

同
奔
命

に
匝

れ
る
の

み

で
あ
ら
う

。

加
奈
陀
遠
征
よ
り
館
ら
て

カ

ナ
ダ
軍
の
プ
レ
イ
に

安
心

ε
不
満
を
i

山石

 

我
國
ラ
グ
ピ
蓼
界
多
年
の
懸
案
で
あ

つ
た
全
日
本
ラ
グ
ビ
t
チ
ー
ム
の
海

外
逮
征
、
そ
し
て
英
瞳
の
ラ
グ
ビ
ー

に
幾
回
か
の
肉
薄
を
試
み
ん
と
ず
る

企
て
は
.
幾
多
の
先
輩
の
轍
力
と
近

年
プ
レ
イ
の上
に
精
紳
の
上
に
一段

と
遣
歩
を
と
げ
た
ラ
グ
ビ
ー
そ
れ
目

身
が
か
も
し
た
る
機
運
に
よ
り
加
奈

陀
違
征
な
る
形
と
な
つ
て
表
れ
て
來

た
廓
は
我
々
ラ
グ
ビ
ー
關
係
冴
に
と

つ
て
餅
は
し
き
限
り
て
あ
り
ま
し
た

不
曾
私
の
如
き
が
》
に
も
榮
懸
あ
る

新
聞
部
同
人

繍
罐
騰
韓
趨
蟹

三
宅
君
の
作
品

ん
でゐる
が・
盒
琵
の露

「ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ンド
」が
二
科
展
に
入
選
、
目
下
穴
阪
τ
公
開
中
で
あ
る
11

貿
賢興は
三
宅
君
の
作
品

去
る
.八月
二
十
二
日
米
國
か
ら
敗

嗜
里
動
の
チ
ヤ
ンビ
オ
ン
と
し
て
有

名
な
カ
ソ
ヲ
ー
ス
氏
が
來
朝
、
約
一

箇
角
間
鰐
在
し
て
我
が
圃
の
有
力
人

圭
間
に
氏
の,
張
を
述
べ
、
九
月
二

十
三
日
紳
戸
ウ
出
帆
し
て
ジ
ユ
ネ
ー

ヴ
に
向
つ
た
。
此
の事
は
・
或
る
意

味
に
於
い
て
可
な
り
霞
大
な
串
件
で

あ
つ
た
け
れ
ど
、
僅
か
に
東
京
邊
の

二
流
新
聞
が
輕
く
あ
し
ら
つ
弛
外
に

何
も
大
き
い
規
曹
的
田
象
を残
さ
な

か
つ
た
の
は
遺
憾
な
こ
と
て
あ
つ
た

▽

△
し

ロ

ヘ
ヘ
へ
れ
ゼん

カ
ッ
ヲ
ー
ス
氏
の
名
は
よ
ほ
ど
以
前

ジし
に

し

か
ら
私
も
聞
い
て
ゐ
る
o
氏
は
カ
ナ
ダ

けんぐもれち

ヒノリつの

生
れ
の
買
莱
家
で
あ
っ
て
、
現
行
暦
の

セゆゼい
らロ

ベれっんぎう

り
ういてお

いま

敗
正
に
關
し
、
令
や
御
界
的
の
大
運
勤

ロリこい

　んし

け
ゐて
の
え

カくごく

を
4
宰
し
、漸
次
各
醐
に
澗ハ鳴
占
を
簿

ニ

こくこしれんのい

ゼ
ヘへべい

て
、
之
れ
を
画
際
聯
盟
の
一大
問
題
に

持
ち
ザ
げ
b
赫
いう
も
に
・
傍
の録
蝋

ロ

へ　
セしてコ
じ
ヒげ

は
可
な
り
其
㈲
的
な
邸
買
と
な
つ
て
、

僧
隣
の
瓢
餓
憲

情
に
現
は
れ
ん
と
し

し

て
ゐ

る
。
"ー

こ

の
カ
ツ
ヲ

ー
ス
氏

が

ー
謬○
◆
◆…

◆◆
◆φ
2
1ー
⊥
手
I
1
3
◎

科
學
の
世
界
か
ら

ぎさ

ロ
き
ヒ

の

さ
ニ

現
今
暦
ε

其
の
改
正
問
題

山

本

十

下
人

の
占
は

二
遍

尚

の
合
宿

蓄
我
等

ロ
い
こ

ロもハ

う

にメ

の
背

後
に

心
か
ら

我
等
を

働
し

て
呉

れ

ぢム
ぜ
よ

だ

　
へ

る
力

張
き

全
日
本

の
ラ
ガ

ー
メ

ー
ト

の

ゴ

し

う
だ

聲
と

そ
し

て
ラ
グ

ビ
ー
を
知

れ
る

隈
り

の
紹

々
の
醒

蹴
の

離
藁
と

ウ
野
き

な
が

る
むん

ユ

ハ
む

ら
、

あ
る
不

安
と
期

待
と

を
、

ペ
ス

ト

つ
く

ぬ

リ
ュほ
へ

う
ゆ

を
鼎
す

ん
だ

と
云

ふ
次
心

の
Φ

に
包
み

ニ

ブ
コ
ハし
よ
つ

△
ん

て
、
は

る
ん

＼
と
太
牛

汁
を

越
セ2

ゆ
ロロ
っ

コ
ニ
ぞ
ノ

友
邦
加

奈
陀

ヘ
ン
践

つ
た

の
で
あ

り
ま

す
、

ほ
し
コ

で
ゆ

そ
し

て
僕
等

は
戦

ひ
ま
し

た
、

ペ
ス

ト
を
醸
し

て
。

そ
の
纒

熟
七
職

六
謄

一

ひ
き

こ
つゼ
の
ゼユ

引

分
け

の
好
政
績

で
あ

つ
た

の
で
す
っ

たい
しき

ぞ
りロよも

ぬ
ぐ

くのトし
く

願
力

と
走
力

と
に
感

ま
れ
た

外
人
が

えへ
い

くん

ご
き

か
く

も
み

じ
め

に
艇
観

車
に
敗

れ
た
醜

の
む
ウヘ

ニん

り

そ

れ
は
勿
論

我
円

本
の

ラ
グ
ビ

ー
の
異

糊
な

る
磯
想

を
紬

し
た
勘

だ
よ

ろ
こ
は

のえ
い
つ

ゴ
る

ノロさ

し
き

現
象

て
あ
る

と
馳
ひ

ま
す
。

然
し

そ
の
一献
に
る
棚
を
し
て
攣

を
し
て

よ
もゼ
ハ
じん

め
ち

咽齢

距
の
用

ゐ
た
る

テ
ク

ニ
ツ

ク
の

一

つ
で

さ

へ
砥
職

ゐ
う

る
な

ら
ば
騨
腱

は

そ

の
廓
を
か

へ
た

の
で
は

な
か
ら
う

か

お
も

ほ
ロ

ぶ
コ
よ

と
思

は
し
め

た
程

の
力
強

さ
を
背

つ
て

こ

は
へ

居
ま

し
た
o
我

々
が

日
本

を
凝
つ

た
と

こもる

へ
で
ん

き

ジレ

レ
だ

き
心
に
嵐
い
て
不
安
と
期
行
と
砧姦

い

の
て
居
た
プ
レ
イ
そ
の
も
の
と
あ
ま
り
に

も
弾

て
貯

集

の
そ
れ
藁
て
銀

1ん
計
た

,
、

ロか

心
と
不
庸
を
感
じ
た
の
て
す
。
然
し
そ

れ
と
鴛
に
之
の
癬
き
プ
レ
イ
を
す
る
簿

ヒる

ゆさ

人
に
さ
へ
も
こ
れ
だ
け
鱗
ま
さ
れ
る
我

我
は
餐

卿
の
そ
れ
と
は
澱
だ
響
る

醐
曲
き
を
姐
鷲
に
舳
さ
れ
た
の
で
す
・

えあぬく
ニのりべ

ぢコ

そ
し
て
英
國
に
挑
職
す
る
に
は
偏
我
々

の
規
の
あ
ま
り
に
み
じ
め
な
の
を
貯
せ

一

清

ゐよ

ほ
ん

お
し

の

い

愈

々
日
本

の
十
堰

に
懇

を
路
み
入

れ
た

ど
と

ナ
て

ひ

ロバ
の
コ
れこ

ノな
い

と

い
ふ
事

が
、
既

に
、
日

頃
敗

暦
勧
題

タ
は

れ
い
へん

く
ヒ

ひ
み

な

ど
に
極

め
て
冷

譲
な
我

が
國

の
人

々

ミ
ゐ

ひ

く
ん

の
心

へ
甑
し

t
火

を
鮎
じ

た
も

の
て
あ

ゐ

る

と
し
て
見

な
け

れ
ば
な

ら
な

い
o
カ

し

か
ロ
ニ

のマ
ヴ
もさ
わ
つ

だだ

民
が

}
箇
月

の
鰐
在

期
巾

、
何
を

し
て

のニ

あも

と
つり
う

ゐ
た

か
明

か
で
な

い
が

・
思
ふ

に
馨

尽

さ
に

くりの

ニ
ミ
ん

し

と
韓
労

澤

と
で

ご

一同
の
講

傾
を
し
た

と
つざ

ゆ
う
リニる

ゐ
あ

こ

ほ
か

は
、
東
部

の
有

力
と
思

は
れ

る
個

凝
を

謂
瞼
す

る
こ
と

に
の
み

即
を

惣
し

ロ

わ
りと
ほ
エ
ノ
も

た
ら

し
い
。
そ

し
て

胸
西
力

.面
は

・
ご

た
ト
つ
ノ　

じ
な

く
あ

つ
さ
り

と
、
只

藤
戸

の
南
勺

で
ニ

ニぼレ

ニ
つて
ん

ヨ
お

「
回

の
講

傾
を
」
た
き

り

で
・
早

く
も

ロ
ん

ゴ

ビ

ず
つ

日
本

を
去
つ
た

。
こ
ん

な
峨
情

で
あ

つ

ヵ
ほさ
わ

コ
ロ

ギ
つよ
つ

う
くお

た
』

め
、
大
阪

を
始

め
頭
憂

な
各
地

の

ごん
し

ら
ロ

し

をは

入

十

に
は
全
く

知
ら

2τ
す
に

終
つ

九
の

ぎん
ね
コ

は
残
念

で
あ

つ
た
。

▽

.
ム

コよ
ロ
ん

しく
お
よ

り
か
し

現
今

、
我
が
國

及

び
世
界

の
多
く

の

蝋

々
で
幽

つ
て

ゐ
る
暦

墜

脈

識

、
グ

よ

た
い
よ
き

レ
ゴ
リ

ォ
鰐
」

と
呼
ぱ

九
る
太

陽
麿

で

前

博

メ
ン
バ
ー
の
一員
と
し
て
他
の
人
よ

り
多
く
の
コ
ン
ヂ
シ
ョ
ン
に
惑
ま
れ

て
居
ま
し
た
爲
に
選
は
れ
た
事
は
身

に
慾
る
光
榮
と
思
つ
た
訳
第
て
あ
り

ま
歩

メ
ンバ
ー
と
し
て
醒
ば
れ
た
我
々
二

忙ん
鰯η

1,⇒く
'ζを
しる
㍉

ら
九
た
の
で
し
た

然
し
僕
は
聲
を
大
に
し
て
云
ひ
麗
い

で
す
、
彼
等
は
ー
ブ
レ
イ
ヤ
ー
ー
ほ

そ
し
て
ラ
グ
ビ
ー
に
關
す
る
限
り
の

人
々
は
i

紳
士
で
あ
つ
た
事
を
リ

ラ
ガ
ー
は
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
で
あ
る
と

云
ふ
言
葉
通
り
彼
等
は
紳
士
で
し
た

フ
ィ
ー
ル
ド
の
申
に
於
て
も
外
に
於

て
も
感
じ
の
よ
い
そ
し
て
眞
に
男
ら

し
い
。

我
等
の
コ
ー
チ
香
山
氏
を
泣
か
し
め

た
テ
イ
レ
ッ
ト
氏
の
友
情
、
そ
れ
は

彼
等
が
勝
ち
う
る
唯
一
の
チ
ヤ
ン
ス

な
る
p
c
代
表
チ
ー
ム
と
の
勤
戦
に

於
て
泳
さ
れ
た
あ
の
ラ
グ
ビ
ー
界
求

曾
有
の
事
そ
れ
は
そ
の
一例
に
過
ぎ

な
か
つ
た
の
で
す
Q

ラ
グ
ビ
ー
ブ
レ
イ
の
上
に
於
て
フ
ォ

,
メ
ー
シ
ヨ
ン
と
か
プ
レ
イ
の方
法

と
か
は
時
に
よ
り
又
チ
,
ム
に
よ
り

麗
り
う
る
も
の
で
あ
つ
て
只
一
つ
大

な
る
ラ
グ
ビ
ー
精
紳
を
持
つ
目冨

剛、㊦峠咋霧
・二
Φ
に
到
建
す
る
一
つ
の

方
便
に
す
ギ
な
い
と
考
へ
る
時
、
果

し
て
我
簿
の
す
ぺ
て
が
そ
の
精
紳
の

鮎
に
於
て
も
彼
鑑
、に
勝
つ
て
瞥
た
ら

う
か
と
思
ひ
到
る
と
き
そ
の
鮎
で
も

我
等
が
勝
つ
て
露
へ
つ
て
來
た
と
云

ひ
切
る
だ
け
の
勇
氣
は
私
に
は
あ
り

ま
せ
ん

う

ニしコ

そ
れ
に
も
不
拘
、
我
等
は
幸
ひ
に
も
勝

つ
て
齢
り
裳
し
た
・
そ
れ
は
搬
日
載
の

ラ
グ
ビ
ー
の
レ
ベ
ル
が
カ
ナ
ダ
の
そ
れ

よ
り
そ
れ
ほ
ど
艦
九
て
摩
た
醜
を
舳
す

にと
くりししん

の
で
む
し
ろ
残
々
は
之
の
如
き
外
人
に

ロムセこ
く
ゼベ

コと

にと

へん

そ
れ
程
迄
も
吉
載
し
た
浄
を
1
例
へ逮

れレ
い

征
と
云
ふ
ハ
ン
デ
キ
ヤ
ツ
プ
は
あ
つ
て

りリロ

ニと
おや

も
ー
考
へね
ほ
な
ら
ぬ
畠
≧
思
ひ
ま
す

レう
こ
うつん

つ

然
し
幸
連
に
も
我
等
ほ
勝
つ
た
ん
で
す

そ
九
は
需
縦
の
醜
で
し
よ
5
。
彼
轡
を

襲

に
抑
へて
照
蕊

そ
れ
ほ
際
鰍
の

警

し
よ
5
・
舗
し
灘

で
し
た
・

そ
し
て
勝
つ
た
と
勤
ふ
醜
が
残
鞭
の
識

お　
ゼタぱん

キ
つ　よ

し
た
プ
レ
イ
及
び
精
紳
を
一履
弱
く
彼

ら蜂
に
ひ
讐
か
し
た
の
さ
す

そ
の
一例
と
し
て
残
々
が
パ
ン
ク
ー

パ
ー
に
於
け
る
第
二
岡
戦
後
そ
の
レ

ツ
エリ
ー
よ
り
「米
だ
か
つ
て
之
の

糠
に
氣
持
の
ユ
い
そ
し
て
奇
麗
な
試

合
の
レ
フ
エ
リ
ー
を
し
た
事
が
な

い
」
と
云
ふ
醸
味
の
感
謝
の
手
紙
を

受
取
つ
涛
の
で
す
。
彼
等
が
か
つ
て

彼
等
を
訪
れ
た
オ
ー
ル
ブ
ラ
ツ
ク
ス

チ
ー
ム
に
も
マ
オ
リ
・チ
。
ム
に
も

感
じ
な
か
つ
た
一脈
柑
通
ず
る
付
物

か
ウ
我
々
の
日
本
チ
ー
ム
に
見
出
し

た
の
で
す
。
差
し
て
勝
つ
た
が
故
に

侮
一暦
我
チ
ー
ム
は
彼
等
の
舛
敬
と

親
愛
と
を
愛
け
る
に
他
し
た
の
て
す

そ
の
事
は
ラ
グ
ビ
ー
に
於
て
我
々
の

歩
ん
で居
る
道
、
否
、
日
本
ラ
グ
ビ

ー
界
の歩
ん
でる
道
が
そ
れ
ほ
ど
ま

て
正

し
く

ラ
グ
ビ

i
精
紳

に
向
つ

て

る
と

云
ふ
事

を
示
し

て
る

の
て
は
な

い
で

し
よ
う

か

ほ
ラ

こと
い

一
方
加
舞

陀
に

は
我

々
が
訪
れ

た
浄
以

せ
ラ

し
ぬ

ら
ウ
い
せ
つ

上

に
そ
し

て
我

々
の
示

し
た
氣

持
以

上

こと

き
し

に

我
々

の
勝
つ

た
事
を

窓
ん
で
奨

れ
た

ぎ
コ
リ
つほ
つ
しゐ

ゐ

名

く
の
右
留

那
人

が
居

ま
し
た
。

そ
し

うれ
ひ

だ
コ

て
彼
等
は
第
二
世
-

加
奈
陀
に
生
れ

の
ん

ち
つ

加
奈

陀
に
育

ち
加

奈
陀

と
日
本

と
の
中

カ
も

もロ
け

ユわ

ね
んヒ
ん

聞
を
彷
飼
し
て
ゐ
る
着
き
日
本
人
ー

せ
よ
ゐ

く
あ

コ

の
晦

途
に
あ

る

一
つ
の
光
明

を
も

た
ら

カ
んし
や

い

し
た

も
の

て
あ
る
と

云
つ

て
藤
謝

さ
れ

ご
つ
りん

た
と

き
・
あ

ま
り

に
も
我

々
の
掌

煙
な

耀
一§
≡
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富
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「薔映 卜一工ヴソ

あ

つ
て
、

一
五
八

二
艘

蹴
頼

・
ま
つ

イ

タ
リ
ヤ

、
フ
ラ

ン
ス
、

イ
ス

パ
ニ
ア

の

し
よ
こく

ざ

ド

ま
も
ホ

薩

を
致
り
娼
し
に
、
そ
れ
か
ら
瀬
久

ゐ
く
こく

コ
ノ

各

國

へ
廣

ま
つ
た

も

の
で
あ

'-一
た
。
我

が

日
祓
で

も
瞭
澄

竃
躾

か
ら

・
駝

鷲
鷲

こ

こ
い
よ
つ

之

れ
を
探

用
し
て

ゐ
る
o

こ
の
グ

レ
ゴ
リ

オ
膿

の
良

い
驚

は

同

か
れ
ん

の
いな
ん

づ
う

箇

年
の
牛
均

日
藪

が
コ
.六

五
日

二
四
ニ

ロにりむ

し
つを
つ

な
こ
り

五
と

な
つ

て
ゐ
て

、
春
夏

秋
多

の
氣
険

「

し
つ
き
ヨ
に

お
む

も
ん

の
周

期
即

ち

一
回
臨

年
.
ニ
ハ
五

日
二
四

ち
さ

ば
り

れう

き
こ
コ

ニ

ニ
に
静

め
て
と

い
o
徒

つ
て

、
氣
候

の
い
なん
ハん
げつ

ハ
こ

み
んご

の
牛
鈎
憂

動

と
暦

樋
と
は

、
冒
.干

町
後

ニ
ロ

あ
か

サ
っ

に
始

め
て

M
臼
の
食

ひ
謹

ひ
や
生

す
る

お
ゆて
コザ
ん

の
み

と
な
り

、
か

の
敗
∬
前

の

ユ
リ
吻

ス
朧
が

百

二
十
八
勉

艇
に

一
日

の
狂

ひ

や
リム
ひ

を
生
む

割
合

で
あ
つ

た
の

に
比
べ

れ
は

ひ
ぜ
う

ち
マ

ハヤ　
いエ

非

常

に
優
秀
な

暦
法

で
あ
る

。

よ

ニ

ね
と

郷

に
は
・
此

の
グ

レ
ゴ
リ

ナ
解
が

ロ
.

ね
ん

サ
つ

コと

き

千
年

に

一
日

の
狂
ひ

を
出

丁
る
寧
を

氣

セ
ヒ
めく

にな
れ
　ゆ
ノ

に
病
ん

で
、
も

つ
と
正

硅
な

恐
式
暦
法

こ
ユ
ゐん

ひ
ナ

ゐ

を

考
案

し
て
ゐ

る
人
も

無

い
で
は
な

い

環
に
断
療
弗
館
"
シ
ァ
で
藻

し
た
櫨

潔
も
・
蛭
の
駁
に
鰹

し
て
こ

配
の

ほ
セひ
くは

だくけん

補
正
を
加
へて
ゐ
る
。
し
か
し
・
入
間

献
働
の
酎
館
か
ら
都
へ
て
貯
る
と
「1

」

と
い
ふ
も
の
は
賊
隙
の
鰹
搬
疑
の
於
鶴

暫

捧

く
跳

も
膿
い
鮮

の
磐

 が
賜
均
し
く
脳
繊
を
待
つ
べ
き
欝
の
も

ー
諜
移
凝
御
展

覧

會

衣
笠
貞
之
助

・袋

◇
…
時
日

李
爾
氏
蒐
集

十
月
廿
五
旦
土
)

午
前
九
時
よ
ら
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i…T
ー士ろ
…

セい
か
くゼ
のリ
コ

た
ゴ

の
で
あ
る

か
ら

.
只

、
π
惟
精

跣
と

い

くも

ゐ
も

た

こ
ん

オ

.副
黙
の
み

を
豊
ん

じ
て

、
他

の
黙
を
議

ヒ
ノ

と
コ

牲

と

T
る

こ
と
は

力
に

つ
」
し

ま
ね
ば

な

ら
な

い
。
暇

の
珊
鶴

は
な
る

ぺ
く

一

ざ
もみ
ん
し
ゅ

け
ハま
へ

よ
マい

艘
民

衆

に
も
謡
算

が
容
易

に
出

來
る
や

5
な

岐
織

さ
と

い
ふ
緊

に
も
あ

る
・
総

ヨ
ベ
コ
う

つ

て
、
現
行

の
グ

レ
ゴ
リ

オ
膳

の
や
5

せ
つか
ぐ
ニ
つ

ほ

よ
つ

の

な
も

の
は

、
小
極
鞍

の
兄

距
に

も
呑
み

こ

ザ
しと

う
き

ハ

ロ
っ
ザく

込

め
る
程

匿
の
酋

蹟
な
法

則
に

よ
つ
て

購

し
・
し
か
も
」ギ
鍵

に
隻

一

サつ

日
の
狂
ひ
が
生
ず
る
に
由
ま
る
こ
と
は

磁
た
藻

な
る
も
の
と
恥弓
て
呼
な
り

こ

てん
ゆあ
ハメ

ひつよっ

で
あ
る
。
此
の
黙
、
殆
ど
改
め
る
必
翌

ゐ

し

がい

は
無
い
と
目
分
は
忠
ふ
o

▽

・
△

薦
に
・
グ
レ
ゴ
リ
オ
贋
の廓
蹴
と
し

コ

しゆ

し
てき

て
は
、次
ぼ
の
玉
つ
が
主
と
し
て
指
摘

さ
れ
る
。

(
一)毎
月
の
日
数
が
等
し
く
な
い
こ

と
◎
李
年
月
月
の
二
十
八
勘
日
か

ら
三
十
一簡
目口ま
で
、
四
麗
の
月

が
あ
つ
て
,
し
か
も
共
れ
が
可
な

り
不
親
矧
に
配
列
さ
れ
て
ゐ
る
。

從
つ
て
各
」力
面
の
統
刮
家
な
ど
の

立
揚
か
ら
見
て
、
45
均
一箇
月
な

ど
い
ふ
言n集
が
畝
り
精
鶯
な
恵
味

を
持
た
な
い
。
殊
に
現
行
暦
の
各

月
の
長
短
の
配
列
が
全
く
學
術
的

論
篠
を
超
越
し
て
ゐ
て
、
た
野
趣

め
て
人
工
的
な
、
又
、
一
時
の
感

情
や
、
取
る
に
ガ
ら
な
い
簿
椀
か

ら
鎭
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

若
し
出
來
る
も
のな
ら
ば
、
純
型

術
的
見
地
か
ら
之
れ
を
弊
理
し
、

合
埋
化
す
る
こ
と
は
多
く
の
人
々

が
塁
む
所
て
あ
る

(二
)
憲
固
年
の
日
救
が
七
の僧
鞍
で

、

な
い
た
め
、
膳
日
と
七
曜
と
が
、

侮
年
々
々
一定
し
な
い
o
之
は
近

代
就
會
生
活
人
に
非
常
な
不
便
で

あ
る
o

(三
)西
汀
詣
國
に
於
い
て
特
に
露
大

親
す
る
キ
リ
ス
ト
復
活
徐
日
が
全

く
月
の
煎
礁
に
よ
つ
て
決
定
せ
ら

れ
た
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
現
行

暦
面
で
は
、
年
に
よ
り
、
此
の
祭

日
に
當
る
の
が
三
十
幾
日
も
前
後

に
動
樒
し
、
不
隈
が
換
め
て
多
い

(四
)又
、
我
が
日
本
で
は
昔
し
か
ら

行
つ
て
來
た
多
く
の
¶腕節
、
例
へ

ば
上
己
や
端
午
の
衛
句
、
七
夕
、

御
盆
.
琿
陽
簡
な
ど
、
皆
、
刀
の

盈
廓
と
甚
だ
關
係
深
い
も
の
が
あ

る
o
し
か
る
に
之
れ
を
現
行
暦
だ

け
に
よ
つ
て
行
は
う
と
す
る
と
、

且ハの
日
を
定
め
る
に
非
常
な
不
硬

と
な
る
。

(五
)な
ほ
、
我
が
日
本
で
、
古
者
か

ら
用
ゐ
た
太
陰
轡
に
よ
つ
て
習
損

ヘ
ヘ
ヘ
へ

鴛
け
ら
れ
た
あ
ら
ゆ
る
年
申
行
事

や
質
生
活
を
、
新
し
い
太
陽
暦
60

規
定
し
や
5
と
す
る
が
た
め
に
、

薔
式
入
に
は
い
ろ
く

な
不
硬
が
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新
し
き
形
態
美
を
求
め
て

㈹

る
嶺

に
感

謝
す
る

氣
に
な

り
ま
し

た

、

ズる
せ

れ
つハ
た

セ
ゐ

か
く

一
月

に
わ
た

る
濠
征

中
ぞ
る

所
で

ロ

ナ
コ

タ
レ

もれの

ブ
イ

ー
ル
ド

の
内

に
於
て
外

に
於

て
歓

け
い

き
んコ
レ

迎
さ

れ
曾
敬

さ
れ

た
の
で
す

。
そ

し
て

5

し
ん

コよ

融

っ乏

津よ

我
々
自
身
・も
讐

轍甲刀
を
カ
ナ
ダ
及
ひ

ヨ　

ゐ
ヨ

・刃
ナ
ダ

の

ラ
グ

ビ

ー
に
闘
す

る
訳

り
の

ひと

かん

カ
バ

入
々

に
懸
じ

つ
」
露

つ
て
來

た

の
で

す

こ

ロ
え
く
セ
コ

ギ
ァし

オ

そ
し
て

此
の
度

の
瑳

征
が
香

由
氏

の
言

よ
つ

ゆ
い
の
いよ
さ

ホ
ひ
ん

に
よ
る
襟

に
太

牛
洋

の
繭
岸

に
あ
る

ヨく

鑑
"
・
弓
O
自
、
伴
蟹
印、
ぎ

。
ぎ
o

と

の
握

し
り

だ
い

ほ

手

の
第

一
ル
で

玉
も
あ

九
ぱ
ど

ん
な

に

ナ

もと

お
も

素

晴
し

い
駆
だ

ら
う

と
恩
ひ
な

か
ら

一
月
振

に
鰯

つ
て
來

た
、
日

本
漱

く

秋
も
酬

に
な

ら
ん

と
し
て
居

り
ま
す

屡
し

い
グ
ラ

ウ

ン
ド

を
見
撰

し
い
京

大
62
ラ
ガ
ー

メ
ン
に
曹

ふ
と

も
5
ポ

ー
ル
を
持

た
ざ

る
を

得
ざ
る
撰

な
無

明
快
な
線
ご

纏
鈎覇
眺
臆
騨
鞠醗
野

面
ご
の
構
成

學
』
の葎
概
念
の騨
な
アウ
・

ラ
イ
ン
と
、
建
築
思
潮
の
動
陶
と
を
架
知
せ
ら
れ
た
事
と
愚
惟
す
る

ノィノ
ノしら

現
代
の
強
築
が
定
測
規
格
化
さ
れ
個
々
の
建
鍵
は
愈
々
類
型
化
さ
れ
か
く
て

新
し
き
形
態
実
は
都
市
的
な
サ
囲
㈲
な
構
成
に
存
在
す
る
o
然
し
叉
一颪
に

ほ
「近
代
叉
明
の藤
ら
し
た
郡
市
『
義
が
我
々
の
生
活
粂
般
を
、其
集
合
生
活

の
故
に
、
私
志
的
に
理
智
的
に
計
置
す
る
た
め
、
一羅
人
鱈
的
に
趨
格
統
一

的
に
機
械
化
し
利
學
化
し
様
と
す
る
傾
向
と
反
勤
の
感
悩
を
、
叩
な
る
反
動

て
な
く
本
質
的
な
傾
向
と
し
て
多
く
の
人
々
に
持
た
サ
る

・
こ
の
墓
象
は

我
國
が
非
都
市
的
な
建
築
罰
、
茶
鍵
建
築
辱
に
非
常
に
優
れ
た
精
練
さ
れ
た

徹
底
し
た
簿
紛
を
作
り
上
げ
て
ゐ
る
事
に
碁
因
す
る
」
ー

(堀
ロ
捨
巳
氏
)

事
實
を
肯
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
、
に
禍
載
の
羅
奥は
堀
ロ
氏
設
計
の
K
氏
邸
で
鐵
筋
混
凝
土
遽
住
宅
で
あ

る
o
白
の
モ
ザ
イ
ツ
ク
の
明
快
な
線
と
面
と
の
構
域
を
通
じ
て
氏
の
主
張
を

窺
ふ
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
5
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騨

こ
占

か
んー
々

藍

持
に
な
つ
て
來
ま
す

こ
れ
か
ら
我
々
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
、

爽
嵐
北
自
川
原
頭
に
吹
く
頃
こ
そ
我

我
の
時
て
す
・
そ
し
て
更
に
く

躍

進
を
電
ね
る
べ
き
秋
な
の
で
す

斌
大
の
覇
櫨
の
た
め
に
叉
日
本
ラ
グ

ビ
ー
の
た
め
に
Q
戦
ひ
孕
ば
に
傷
い

て
允
分
の
御
期
待
に
そ
ふ
だ
け
の
働

き
出
來
丁残
念
に
思
ひ
ま
し
た
が
戦

友
三
局
君
が
駕
闘
そ
れ
以
上
のプ
レ

イ
を
示
し
て
昊
れ
た
の
で
心
よ
り
喜

こ
ん
で
居
り
ま
す

末
な
が
ら
京
大
ラ
グ
ビ
ー部
長
先
坐

を
初
め
隈
し
い
京
大
ラ
グ
ビ
,
諸
兄

に
此
の
如
き
光
榮
を
鵬
は
し
て
頂
い

た
事
を
厚
く
感
謝
蚊
し
ま
す

そ
し
て
蓬
征
に
つ
い
て
色

御々
計
ひ

下
さ
れ
た
、
展
林
化
娯
科
の先
生
方

に
厚
く
御
薦
申
し
上
げ
ま
す

膿
格
、
ス
ピ
ー
ド
は
劣
り

技
術
に
優
る

ご
ん
ど

ニ
ヘ
ヴハ

さ
ど

ゆ

く
のけ

A「農
の
カ
ナ
ダ
、罷

は
誠
に
楡
快
な

ぼよ
き
ロコ

も
の
て
し
た
・
八
月
日
本
を
出
硬
す
る

曝
は
蝿
は
敗
れ
る
の
て
は
騨
い
か
と
獣

セ

げつくゆ

けヘ

セち

配
し
て
居
り
ま
し
た
が
、
鮎
果
は
六
勝

一粥
分
の
獄
蝋
の
羅
鰹
灘
を
鵬
て
鼎
り

に

のい　を

ヒ

簿
ま
し
た
の
で
大
髄
餌
ん
で屠
り
ま
す

こ
れ
で
目
赦
ラ
グ
ビ
ー
も
灘
く
冊
鵜
か

ら
濯
め
ら
れ
る
に
欝

ま
し
た
・
載

山

の
翻
鱗
に
撚
て
は
㍊
兄
は
線
に
協
々
の

新
暇
て
講
し
く
律
械
じ
の
翻
と
駝
ひ
ま

ロん

だいうく

す
,
日
本
チ
ー
ム
は
枷即
格
、
ス
ピ
ー
ド

の
盟
て
は
磁
に
禦
つ
て
瞥
り
ま
し
た
が

羅

に
撚
て
は
む
し
ろ
優
れ
て
摩
る
と

まミ

な

ねわ

思
ひ
ま
し
た
、
爾
ほ
向
ふ
の
ラ
グ
ビ
ー

灘

澱
、
澱
晟
議
ほ
鵬
れ
も
招
潔
な
ス

にみ

ポ

ー
ツ

マ
ソ
ば

か
り
で

し
て
、

お
互

に

セ
の

ニ
よ

え

ぐ
と

一
見
知
己

の
如
く

親
し
く

交
り
徳

た
寧

レ
ニ

ゆ

ロ　ヒ

ドま

は
蜜

に
喩

快
で
し

た
.
ゲ

著

ム
で
は
互

ノん
り
よ

ヒしあ

に
座
藤

な

く
職
ひ

ま
し
た

が

・
ノ
ー
サ

カ
ぼ

右

の
や
う

な
糠

々
の
不
痩

を
な

く
す

へ
く
でき

よ

ロ
ゆ
ア
つ

る
口

的
で

、
世
に
土

張
さ
れ

つ

』
あ
る

さ
れ
き
みも

う

リ
タ

敗
暦

案
は
可

な
り
多

い
。
そ

の
中

て
・

ザん
ヤ
む
ロ
けも
ニ
つ

た
わ

ゐ
レイ
　

ニ
ん

㍗
伊
界

共
通

に
、
認

で
も
が

改
正

に
賛

群
蓑

す
る

駿
は
(
一
)
と
(
二
)
と

で
あ

らばくの

し

る
o
こ
ん
ど
火
朝
し
た
カ
ツ
ヲ
ー
ス
氏

ら

て

マんにし

等
は
、
此
の
問
題
に
っ
い
て

一箇
年
の
日
歎
は
三
百
六
十
四
日
と

し之
れ
を
二
十
八
蝕
日
つ
つ
の
十
H二
箇

月
と
し

奉
年
は

蘇
日
一箇
日
を
置
き

関
年
は

鯨
ロ
ニ
箇
日
を
遣
く

と
い
ふ
躍
を
謎

し
て
ゐ
る
・
虹
の賊

を
ノ

に
ちげ
　

に
よ
れ

は
、
侮
月

の
日
叡

は

二
十
八

日

き

ほ
りメ
へ

な
い

印

ち
正
し

く
四
週

隔
と

な
る
か

ら
、
毎

ム
ハま
ル

もゐ

オ
ム

軒
録

月

の
」圓
じ

日
琳
け

の
日

に
は
n圓
じ

曙
即
と
な
り
・
穣
め
て
灘

騒
な
繕
理

て
き

ユ
ノ

た
あ

よ

的

な
暦

獄
と
な
る

o

(但

し
・

鹸
日

は

み
えノ
っ
ひ

ょ

ム
ゴ

何
躍

口
と
呼

ば
な

い
の

で
あ
る

o)
只

、

此

の
照
て

は
・

一
謝
糠
が

レ
三
鮮

月

と

な
る

o
蛭

の
十
コ
・と
い

ふ
鵜
が

曜
る
㍗

警

な
讐

あ
つ
て
轟

く
鮒
ひ
野
れ

縄
験
せ
ら
れ
る
。
例
へば
毎
年
大

陽
暦
の
一月
【臼
が
.牛
均
】箇
月

ほ
ど
も
早
や
過
ぎ
る
が
た
め
、
田

舎
で
は
到
る
所
、
昔
し
の藷

の

正
月
を
説
つ
て
ゐ
る
な
ど
の
類
で

あ
る
。▽

…
ム

盗,

β
べん

た
「
一簸
十
二
鮮
月
」
の
綴
総
を
磁
る

は
か
り
で
な
く
・十
三
は
二
で
も
騨
れ

ず
・
三
で
も
騨
れ
ず
・
四
で
も
玉
で
も

六
で
も
・
難

に
騨
九
な
い
姦

で
あ

る
。
哲
21が
た
め
・
絡
講
盤
ハの
轡
に
輝

さ

　ものく
ゐ
ぺん

い
て
可
な
り
潔
刻
な
不
便
が
あ
る
し
、

な

コ
　

爾
侵
・
昔
し
か
ら
の
詳
ひ
際
へに
よ
り

十
冠
と
い
ふ臨
は
黙

て
は
艦
帰
晦
に

ゆも

つ
　

嫌

は

れ
て
ゐ

る
敏

で
あ
る
。

シ
かれ
と
りん

　
ぽ

ル
て

つ
か

しゆ

改
匪

楽
は

、
今
ま
で

に
既

に
敏
百

種

るい

て
し
ぶん

しつ

むら

数

も
提

案
さ

れ
て
ゐ
る

が
、

何
れ
も

皆

ア
リて
ん

右

の
(
】
)
、
(
二
)
、
(
「二
)の

三
訣
鮎

を

セ
よ
ユよ

こ
つさん

除

去
し

や
5

と
し
て
考

案
さ

れ
た
も

の

めん

タ

で
濁
る
が

、

一
面
に
於

い
て

(
右

の
カ

あ
ん

ね

ぐ
と

ゼ
リ

ッ
ヲ

ー
ス
案

に
も
見
る

如
ぐ
)

多
少

の

ニ

さ
もゼ
じ　
や

カ
ぜ

え

不

貿
成
者

を
除

き
響
な

い
。

オ
ん
メ

お
ゆれ
お
あん

こく

】
九

二
〇
年

頃
か
ら

、
改
潜

案
は
國

ヨ
い
てん
の
へ
ど
りめ
　

とく
ぺ
つゆ

をん
もヨ

けん
ユ
う

際

天
丈

同
明
皿
の
特
別
委

員
曹

で
研
究

せ

ム
ん

ら

れ
、

一
九

ニ
ニ
年
に

は

一
年

を
十

二
箇

魁
と

し
、
日

鞍
を

竃

六
四

日
と

し

一
磯
目

を
三

十
日
叉

は
三
十

一
日

と

し年
に

一
日
父

は
二
日

の
醸
日

を
置
く

　
ん

か

づユ

と

い
ふ
案

を
可

訣
し
た

こ
と
が

あ
る
。

ど

　
つ

.一
.百

六
十

四
日
ほ

.」
度

五
十

二
週
で
あ

る

か
ら

・
穣

鰯

の
咄
購

は
府
猿

と
な
る

ま
ロつ
き

け
コ

て
し

く
っめ
ん

し
か

し

.
毎

月

の
長
短
は

沃
し

て

】
定

また

コ
コリき

ま
コニち

ロ
ニ

て
な

く
、

叉
、
毎

月
の
毎

n口
は
決

し
て

三

島

實

と
む

ヨ
　ヨ

あね
ん

イ
ド

の
ホ
イ

ツ

ス
ル
と
共

に
・
爾
方

選

し
ゅ

て

に
ん
ぜ
ついた

と

手

は
手

を
取

つ
て
談

笑
致
し

ま
し

た
、

の
お

に
リム
い

向
ふ
は

大
爆

ス
リ

ー
フ
オ

ァ
シ

ス
テ
ム

ほ
ん
ぐん

い
ほ
ゆ
る

ゆ
ゆ

(
セ
ブ

ン
の

一
穂
)
で

、
日
本

箪
は
所

溺

ロふ

セ
ブ

ン

・
シ
ス
テ
ム

で
職
ひ

ま
し
た

、

課
鱒
鞍

が
郷
三
齢
瞭
に
ア
キ
レ
ス

フ

そのご

む
りぐう

旋
を
蹴
ら
れ
た
の
で
其
後
は
到
頭
エ
イ

コむ

し
たい

レロムハ

ト
が
使
へ
な
か
つ
た
訳
第
で
す
・
岩
朗

く
よ

だいヒいしげい

れくしう

ナで

君
は
し
か
し
大
髄
呵
復
し
既
に
練
習
を

を

だに
ご
ユん

は
じ
め
て
居
ら
れ
ま
す
か
ら
何
卒
御
安

し
んなガ

心
下
さ
い

ヴ
ァ
ン
ク
U
バ
ー
は
最
初
、
入
口

三
十
萬
と
聞
い
て
属
り
ま
し
た
の
で

左
程
太
し
た
町
で
ほ
あ
る
ま
い
と
思

つ
て
居
り
ま
し
☆
が
、
實
際
は
廣
い

美
し
い
町
で
し
た
、
十
何
階
か
の
建

物
等
を
見
ま
し
て
も
大
騰
映
鐵
等
で

見
て
居
る
通
り
な
の
で
驚
ろ
く
標
な

事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
遺
路

等
が
想
際
以
土
に
綺
麗
だ
つ
た
の
は

◆
◆
◆
◇
●?
垂

-
1
↓
9
◆
◆
◆
◆
◆
6
●ー

お
た

よ
ひに
コ

同
じ

曜
日

と
な
ら
な

い
o

ち
く
ゐ

カ
コ
れセ
あ
ん

ア
ん
めん
ど
りめ
い

は
だ

円

下
、
敗

暦
案
は

・
天
丈

同
躍

を
離

れ
て

・
瞭
際

凝
監

の
警
に
醐

つ
て

ゐ
る

ち
め

こ

おほ

ロカ

か
ら

、
近

い
5
ち

に
之
れ

は
大
き

な
聲

と
な

つ
て
健

辮
騒

の
職
賦

と
な
る
響

と

欝

れ
る
。
カ
ツ
ヲ
ー
急

が
認

轡

ほ
り

た
い
と
し

りめ
にん

方

の
滞

在
を

カ

ン
セ
ル
し
て

急
き
出

帆

し
た

の
は
・
削

蛾
の
赫

蝋
を

ゼ
ネ
ヴ

ァ

くひリ
ノつ

こ
つ
ヨ
もおい

い
ニ

で
貫

逓
す
る
好

機
曾

を
逸
せ
ざ

ら
ん

が
、

た

め

の
も
の

で
あ
つ
た

o

ほ
ん

ひ
いれ
キ
　ら

我
が

日
本
で

も
敗
暦

案
に

つ
い

て
・

微
餓
の畿

の
聯
僻
に
ゐ
る
超
々
が
翻

し
へ

こ
ミま
つ

に
モ

心

に
攻

究
せ
ら

れ
ん

こ
と
が
望

ま
し

い

聚

朧
の
翻
鮫
に
よ
つ
て
嫌
も
46
鮫
を

ひ

む

ぼ
や
もいコノ
ぼさ
ロ
ら

じ
り

感
じ
つ
』
あ
る
の
は
祇
黒

濟
承
や
買

サ
あな
サ
つり

と
セ
けユ
け
んオ
つら

ら

炎

企
煮

家
、
続

訓
研
究

家
等

で
あ
る
o

き
もに
し
むを
く
んユ
や

マ
へご
へ
り

あ
ん

騰

の
最
大

貴
任
煮

で
あ
る

天
文

家
が
案

蠣
撲
暦
で
梵
し
た
蚕

姦

じ
て
ゐ

こ

ヨ

な

い
の

は
、
不
思

備
な

や
う
で

あ
る
が

こ

じニ

ノん
こ
んリ

ロ
メ
こ
コ

之

れ
は

、
實
に

、
天
菜

家
が
現
.行
暦

の

㍗
鮫

な
野

だ
け
を

隈
く
賠

際
鮫
潔

を
製

な
の

じ
ゴ

ワ

四
だ
け

て
ひ
そ
か

に
實
行

し
て
ゐ

る
た

い
ま

ゲ
んゆ
ん
か

ほ
ん

ピ

め

と
、
ヘ
ユ

つ
は

、
天

ズ
家
は
郷

と

'呂

つ

て
も

一畷

に

ロ
マ

ン
チ
ス
ト

で
あ

つ

こ
ちせ
マ

ゆく

れ
ん
ロん

ね
ね

お
ん

て

、
日
需

、
何
百

年
阿
千

年
と

い
ふ
年

臨
を

照
り
撚

つ

て
ゐ
る
か

ら
・
騰

り
麟

き
コ
れ
ヤ　
メ
た

め
つ

ぐ
う
る

度
改

歴
が
一行
は
れ

る
こ
と

を
不
都

合
不

へ
ん

お
ノこ
マ

便

と
す
る
傾

阿
も

あ
る
か

ら
で
あ

る
。

爾

ほ
(
四
)
、
へ
五

)に
つ

い
て
は

、
他

日
飽
を
改

め
て
述

べ
て

見
た

い
o

一寸
蒙
ま
し
く
思
ひ
ま
し
た
、
町
の

落
著
い
た
感
じ
は
丁
度
我
が
斎
都
に

良
く
似
て
居
り
ま
し
た
b
生
活
が
容

易
な
加
減
か
人
々
は
側
れ
も
ノ
ン
ビ

リ
し
て
居
る
標
に
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
も
同
楓
奨
し
い

町
で
し
た×

×

て

よ

ミゑけいしゆ

阿
ふ
の
ラ
グ
ビ
ー關
係
者
の
手
に
依

り
沌
羅

藻

・
艇

を
雛

鍵
し
ま

し

ね
ひ

ひ

た
の

し

た
・
試

合
よ

り
も
反

つ
て
1ー
ハの
爲

に

罵
れ
る
燃
鰹

の
蜘
遮
は
禦
脚
ら
し
い

さ
も
ぷ
ゴ

おも

サ
も
りく

の
つ

も

の
で
し

た
、
陛

物
は

窪
に
材

木
、

農

さ
ん
ぶ
げ

を

ぐ
り

ぜ
つな
い

ヵ
っサ
マ

薩

物
6
す

が
コ
ハ
の
材
本

の
厭
態

、
群
場

が
り
さ
チと
つ

お
る

の
有

檬
尋

は
珍

し
く
思

は
れ
言

し
た

、

ま
しじ
ゐ

キ
リそ
つい

せ
つ

の
ん

た
い

外
人

は
想
像

以
上

に
日
本

に
封

し
て
ほ

ロ
ウ

と

こ

ぬ

無
知

で
し

た
、
何

庭
も
眞

面
目

に

「
臼

ほ
ん

ロ

ど
っコ
や

と
ん

ほ

本

に
は
自

動
申
が

澤
山

あ
る
か

」
と
聞

ヒ
ノ

か

れ
ま
し

た
が

、
實
に
ウ

ン
ザ

リ
し
ま

ぬ
べ

つ
る

し

た
、

「
日
奉

の
花
園

に
は
ラ
グ

ビ

,

せ
もよ
セ

專
用

の
グ

ラ
ウ

ン
ド
が
あ

り
ま
す

」
と

篠

へ
る
の
が

】
薮

の
憩
尉

で
し

た
。

在
解
同

胞
も

勿
ム織

迎

し
て

呉
九

ま

し
た

、
彼
等

第
二
世

は
母
國

を
知

ら
な

い
西

が
多

く
、
日
本

に
憧

れ
る

と
言

ふ
よ

り
も

・
寧
ろ
日

本
が

貧
乏

で
來

明

の
稗

度
が

低
い

と
聞

い
て
爆

る
爲

に
自
分

が
日

本
人
で

あ
る
扇

を

厭
が

る
傾
同

の
者

が
多

い
さ
う

で
し

た
が

.
今
回

の
遠
征

は
彼
簿

第
二

世

に
何
ら

か
影
響

が
あ

つ
た

と
思
ひ

ま

す

し
つり
つ
にい

B

・
c

州

コ
大
婁
は

ヴ
ア

ソ
ク
ー
パ

きち

リノ

と
ち

し

ー
の
町
は
づ

れ

に
廣

い
土
地
を
占

め
て

ヒ

ヒ
く

と

セ
ね

居
り

ま
す

、
聖
憎

知
學
期

が
十
月

の
終

り
・
丁
畔
懸

が
隙
る
雰

に
始
ま
り

ロ
つ

ほ
い

せ
レ

よ
つ
タ

ま
し

た
の

で
充
分

に
大
學
生

の
檬
子

を

さ
へ
ねへ

し

こと

で

ぽ

知
る

學
が
出

來
な

か
つ
て
残

念
で
し

た

し

ひ
ひ

だ
し

廿
七

日
に
大
學

と
試

合
し

ま
し
た
が

・

せ
さ
だ
レ

ぜ
ゆリ
ロに
し

を共

の
前

日
大
墨

に
招

待
さ
れ

ま
し
た

・

ヒ
ん
ヒ
より
つ

む
く

男

女
共

鰹
な

の
で
僕

蓮
に
ほ

珍
ら
し

く

礫
田
騨
る
醗
な
ら
・
學
懸
の
雛
雛

難
報
麟

に
潔
て
継
り
た
い
と
鵬
ひ

り
さへ
ち

ヒん
あ
ノ

ま
し
た
が
・
時
間
も
無
い
の
で
輩
に
挨

携
丈
で
灘
り
ま
し
た
島

と
し
て
轟

ニんが
ぷ

かくゼし

ほつガヂぷ

部
,
文
鎚
蔀
の駆
・能
の
み
で
法
學
部
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
o

今
回
の
逡
征
を
以
て
我
々
は
一懲

富
ぶ
と
共
に
、
吏
に
眼
を
英
広
國
に

向
け
る
時
に
は
、
我
為
は
未
だ
足
り

」

ぬ
礎
の
多
い
の
を
痛
感
せ
ざ
る
を
褥

ま
せ
ん
、
今
後
盆

努々
力
し
て
近
き

將
來
に
は
英
本
國
を
打
破
る
ま
で
に

幾
む
事
を
我
々
の
最
上
の
堅
み
と
致

し
て
屠
り
ま
す
、

爾
ほ
㎝快
垂
尽
大
の三
人
は
還
征
中

日
本
選
手
と
し
て
行
動
す
る
一面
、

自
分
遼
は
榮
あ
る
京
穴
ラ
グ
ビ
ー
部

員
で
あ
る
と
い
ふ
意
識
は
常
に
自
分

達
を
兀無
づ
け
て
呉
れ
る
強
い
刺
戟

剤
で
し
た

終
り
に
臨
み
蓮
征
申
.
京
大
各
位

の
寄
せ
ら
彪
た
御
聲
援
に
劉
し
厚
く

御
祠
申
上
げ
ま
す

膿
罵塁
螢
≡繋「蘂
蒙
塁
§鼠[隔[塁
雲
蚕
一§
=蚕
養
塁
【霞塁
藝
蓬
一自塁
…
養
=竃塁
塁
曇
雪一垂
垂
套
=一塁
垂
塁
塁
[…
藝
[膿
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㎜
損

益

表

論

簿
記
問
題
詳
解
}

㎜
共
同
海
損
法
論

商
學
士

今

井

三

吉

著

リ
チ
ヤ
ド
・
ロ
ー
ンズ
著

長
崎
高
商
教
授

今

村

課

鴨

=祠浩

階

一結

嘱

三
"穀

海

上

蓮

逡
豊

商
國學
調士口

省

三
著
囁

二
・五

〇

・
一
八

東京 五∫小石川囲

水道端ニ ノー0

L一肛明文
振琶東京一七〇一六番

㎜

剴
[≡爵
≡≡垂
一曇垂
≡
蓑
一難≡
≡≡
==㎜一…護
】§
垂
一曇
垂
臨藝
≡一二藝
荘密豊
一§
蓬
薯
§≡
}§
§
垂
蓬
一慈
…嚢

薫
　岩摯
§藝
≡鼎

ー

、

南
座
親
劇
會

「天
晴
れ
ウ
オ
ン
ケ
」

は
リ
ン
に

し
つ

ロ

早
川
雪

洲

の

「
天
晴

れ
ウ
才

ン
グ
」

は

ほ
ん

こち

　
ぎ

こ
リサ
マ

本

廿

一
日
か
ら

南
座

で
興
行

さ
れ
る

が

ど
うぎ

ね

セ
ロ
ぶ
よ
つる

とく
ぺ
つ
ち
ダ

同

座
に

は
築
地

の
汐
見

洋
氏
が

特
別
出

え
ん

り
つ
と
し
ロ
づ
ユ
うこ
ミ
ん

演

し
て
ゐ

る

の
'6
・
京

都
汐
界

洋
後

援

餓
で
は
藤
る
廿
四
日
(解
鍵
四
騨

へげ
け

こ
ガ
げ
きもりい

むゐ

い
ニて
い

澗

劇
曹

を
行

ふ
こ
と

に
決
定
し

た

、
曾

弾
一画

(
一灘
蓋

・
懲
ギ

紺
士

の
ん

ぱ
ぽ
ぢ
ロや

ぬ
マ

産

つ
き
)

希
臥
署

は
、
本

鷲

一
日
中

に

四
鰍
麟
稀
綾

(本
"二〇
玉
九
)醗

に
へぶ

ね
し
もねに

を
し
こ

は

新
聞
部

内
藤
田

宛
申

込
ま
れ

た
い

▼
十
月
二
十
陶
日
よ
リ
ニ
十
誠
日
ま
で

全
階

鱗
犠
年來を

大威

奮

τ

磐

 

五
階
マ
量
ケ
ツ
ト
の

▽
コ

ド

モ
用

品

無

経

費

奉

仕

▽
無
経
費
廿
銭
均

一
大
奉
仕
費
場
鵬

館 産 物
◇前騨都京◇

一

撃

内

辞

令

關
西
大
學
助
敢
授

磯
部

隣
一

本
學
年
間
工
學
部
講
師
を
囎
説
す
(工

業
縄
濟
學
)
(十
角
十
玉
H
附
)

谷
ロ

善
之

任
夏
都
帝
國
大
撃
助
敢
授

東
京
帝
國
大
學
敬
授

佐

木々

誘

本
學
年
間
本
型
農
娯
部
講
師
を
遇
詳
}す

(熱
紫
作
物
墨
)助

敢
授

大
谷
偉
董
郎

香
港
、
梅
眺
植
民
地
、
佛
領
印
度
支
那

シ
ヤ
ム
へ出
張
を
命
ず
(十
月
七
日
附
)

敬

授

佐
々
木
惣
一

憲
法
講
纂

辮
を
鱒
し
憲
渓
講
座
分
携川

を
命
ず
(十
月
八
日
附
)

606
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一
日一十二月十年五和昭
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曜`日

 

第百三

四
勝
二
敗
の
戦
績
で

遠
來
の
東
大
軍
を
塵
す

◇
…
好
晴
に
惑
ま
れ
た
蓮
動
週
間

劃
東

大
職
完
全

終

る

ス
蔀
7
ヅ
蒔
代
に
ふ
さ
は
し
い蓮
勲
週
間
に
、
蓮
來
の
好
敵
手
を
迎
へ
て
、

室
内
室
外
七
種
H
に
亘
る
磐
東
大
諸
試
合
は
十
九
H
を
以
て
完
く
終
つ
た
が

蓮
畏
好
購
に
あ
ぐ
ま
れ
、
爾
軍
選
子
は
勇
躍
技
を
竸
つ
た
、
本
學
の
諸
チ
ー

ム
は
ホ
ー
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天理外語 甲゚南を一蹴

本學封天理外語のラグビ・一闘まi
二日午後二時本學グラウンドに於
て本學先蹴にて開始、天理の矧翔
も効なく・結局24(11-8・13-0)
8にて本學勝つ
爾引讃いて甲南高校との試合を行
つたが、これも34(1L-・0、二3-0
0で本學快勝した

關西四大學野球り剛ケ戦絡る

同志肚大學優勝す
本學と關大は第

ミ本學惜敗して一勝一敗の
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合は十二日綜ケ托球場に於て
れた力鞍載の結果本璽勝つ、
テリ… 本學石田一三宅、立
原一柏
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て行はれたが・2-1の掻職ζ小學
勝つ

關西 クラ7に 惜敗
本學封闘西グフブのホツケρ試合
は{ツ旧午後一詩より本學グフウ
ンドて開催、、審判神戸)二製四ノ,ス
蟹勝アて本界階喰

今週來週の ラケ ビー
26(日)姐路許校・於本學(二時
28(火)同 ブ(、於本學㌧一.f手
1(土、紳戸外尺方:神巨二舷勉二

最 初のラケビ"試 舎
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39-0で快勝(審・望月)
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を
砧
し
て
難

騨

・

灘

賦
は
僅
に
後
戦
タ
イ
ム
齪
献
に

え

り
つ
よ
へ

一
ト

ラ

イ
を

簿

た

だ
け

で
、
組
局

66

さ
ん
ド
も

(
17
1
0

、
19
-

3
)
3
で
彦

敗
し

た
、

ロ
を
リ

コ

ん
し
りょる

よも
も
ね
しん

逮
征
軍
の
雛
刀
の
偏
発
、
警

な
ス
ク

ユ
ゐさ
ん

き

フ

ム
の
央

散
・
オ

ー
ブ

ソ
に
於
け

る
F

W
の
羅
な
〆
ツ
シ
ュは
溌

賊
の
滞

蝶
を
蕪
く
銚
じ
て
維
姓
斧

の盟

に

さ

ごと

しゆしんしし

お
い
た
メ
ン
バ
ー
左
の
如
し
(主
審
液

し氏
)

蓮
征
軍
(先
蹴
)

田
本
下
島
葉
井
地
田
原
原
渤
倉
木
綱
村

駅

体選
.製

趨

特

珊

H

T

r

鐵

翻

胤剛酌
葡湘理
ゆ

展
淑
貫
欝

豚
立
鍬
瞭
嵐
取
認

嵐

武
荻
柏
荒
服
木
山
n疋
阿
高
内
山
土
安
病

,

選
抜
竃

ゑ
るニう

で

レ
ー
ス

・
コ

ー
ス
は
六

百
米
蓮

航
、

鯖
鰐

か
ら
は
・
慧

了

乏
は
鱈

際
カ
ツ
プ
熱
貿
す
る
購
な
か
く

購

け
れもを

ア
い

大
な

る
副
蟹

で
あ

る

恩
賜
博
物
館
の

灘

能
樂
古
面
展
覧

館
に
於

て
本
月
十
五
日
よ
り
同
三
十
日
ま
で
能

ア

ノ

樂
古
面
類
の
蒐
集
展
覧
を
行
つ
て
ゐ
る

因
み
に
能
榮
古
面
は
我
塾
白典
藝
術
と

し
て
内
外
に
粥
賛
あ
る
も
の
空
あ
る

ーー

.璽
-

氏しソ バ 目 第蕊學穿英 き
`ま ン ド 、 一 曾§う({▲

ク

ス

リ

電東 熊

諜

二
畔
蔽
に
齪
り
粥
耀
冷
振
つ
た
が
・
解

はんぎんもねい
ビ
こく

ご

ほ

後
六
時
晩
餐
曹
の
時
刻
に
な
つ
て
も
ま

だ
止
め
な
い
・
こ
の
晦
懸

の
繭
贈

の
一バ
が
f
つ
て
昌
=
4.弓岩
仲
巴
き

の弓
・・と
ヨ
つ
た
が
・雑
麟
の
あ
ま
り
欝

き
と
れ
な
か
つ
た
と
見
俊
て
、
ハド
ソ

　
つ

ゆ
ヒん

しソ氏
は
そ
の
方
を
回
い
て
不
審
さ
う
に

ひさ
ゐコ
た

し
て
ゐ
る
▲
と
、
そ
の
入
は
再
び
立
つ

て
い
と
も
臨
重
に
・
帯
野
は
は
つ
き
り

き

菖

聾
。員
鼻
唾
轟

し
た

 タエと
つ

し

庭
當

の

ハ
ド
ソ

ソ
氏
は

・、H
騨
ヨ

の自
蔓

ハい
ぼ

　
で

い

だ
が

だ

ロ
ユ

…

・・
と
云

ひ
乍

ら
尚
ほ
彫

氣

で
話
を
綴

リ
ロ
ん

セ
は

タ
の

け

、
漸

く
六
時
宇

に
な

つ
て
終

つ
た

が

▲
そ

の
職
瀞
餓

猷

の
舟

靴
母

は
ま
だ

こ

リ

ニ
ミ
んロ
や

を
い

の
後

に
ご
人
も

講
演
者

が
あ

る
際
で

.

れ
エ
レ

た
し

一
罷
ど

う
し
て

よ

い
や
ら
ま

さ
か
申
止

ご
エれ
く

ゆ
ん
ゴん
へおい

お

も
な

ら
ず
常
感

さ
5

に
・
娩

餐
曹

の
大

カ
ヨ

し

シ
ほ

き
な
貼

り
紙

と
・

ハ
ド
ソ

ン
氏
の
顔

と

を
七

分
三
分

に
騙

め
て
睡

た

ル
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第百三十一號

藝
術
に
於
け
る

個
人
性

の
解
清

ー
共
同
制

作
問
題
を
中
心
に
ー

㌻

黙
嗣
劇
作
は
、
何
も
新
ら
し
い
闘
題

で
ほ
な
い
の
ち
や
な
い
か
o
「古
代

鎚
と
し
て
』
測
り
知
れ
な
い
時
代
の

女
學
に
は
b
幾
人
が
何
人
が
、
そ
れ

を
作
り
上
げ
D
ま
た
仕
上
げ
た
か
の

用
細
醤
き
の
わ
か
ら
な
い
、
詩
歌
b

散
交
の敏
鼠
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
こ
と

か
。
轄
殊
な
技
巧
の
癖
や
、
語
裂
の

偏
胸
雀
を
た
ど
つ
て
・
そ
れ
が
A
.

お
・C
以
下
幾
人
の
共
同
制
作
に
成

る
と
か
何
人
が
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で

を
作
h
'上
げ
た
と
か
の
細
か
い
分
解

に
℃
ひ
ま
な
考
古
丈
學
と
い
ふ
科
學

者
の
手
に
ま
か
し
て
よ
い
o
そ
れ
で

無
いと
彼
等
の
仕
嶺
が
無
く
な
る
の

だ
か
ら
O
ま
た
b
個
性
の
、
天
才
に

還
元
し
な
け
れ
ば
、
ど
う
に
も
成
り

立
た
な
い
彼
等
の
文
墨
史
的
原
則
で

も
あ
る
の
だ
か
ら
D
が
℃
し
か
し
、

わ
れ
わ
れ
穴
衆
は
、
作
家
が
何
人
だ

ら
う
と
・
ま
た
幾
人
の
努
力
か
ら
合

域
さ
れ
て
居
や
5
2
、
そ
ん
な
戸
籍

し
ら
ぺ
に
ど
う
で
も
よ
い
の
だ
9
た

だ
そ
れ
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
で
.
わ
れ

等
の
義
魯
意
識
を
通
じ
た
、
感
情
、

憲
志
に
が
つ
し
り
と
ア
ツ
ビ
イ
几
し

て
く
れ
る
藝
術
な
ら
、
こ
れ
以
上
、

何
の
交
句
も
な
い
o
オ
デ
ツ
セ
イ
や

サ
ツ
フ
オ
の
制
作
歴
吏
が
ど
5
で
あ

ら
5
と
℃
わ
れ
等
が
こ
れ
か
ら
享
受

し
や
5
と
す
る
の
は
・
こ
れ
が
一
つ

糊
作
品
と
し
て
の
ま
と
ま
り
の
上
に

あ
る
の
で
馳
こ
れ
を
構
域
し
た
人
的

麗
素
の
分
解
に
ほ
な
い
O
無
論
、
丈

學
喫
家
と
し
て
の
調
合
で
は
、
自
然

こ
の
規
範
が
蓮
つ
て
來
る
で
あ
ら
5

こ
と
は
解
り
き
つ
て
ゐ
る

響

禦

象

の蛉
學
だ
つ
て

灘

課
簾
と
い
へる
徴
つ
か
の
肝
姫
が
あ
る

譲

誠
縦
と
い
つ
て
も
・
蓮
催
も
こ
のオ

お
ノ

ゆ
の

巾

に
包

活
さ
れ

る
の

で
、
つ
ま

り

.
或

る
一却
の
醗
激
の
躾

の
牌
に
、
鰹
癩

さ
くニ
コ

ヒも
む

の
作
吻

が
混
測

さ
れ
て

ゐ
る

と
こ
ろ

の

謹

献
贋
で
あ
る
た
と
へば
「蟹

搬

さ

て
つ

しほ
ぢ

さく

議
」

の
「宇
治

十
帳

」が

、
紫

式
部

の
作

ぶ
の

のど

し　
り
ら

サリ

吻

か
ど

5
か
な

ど
は

・
岡
墨

属
闘

の
長

い
灘
麟
で
あ
つ
た
し
「藩

評
」の
製
は

藩

醜
が
つ
い
た
に
し
で
も
∴
緊

が

はん
だ

とく
か
は
き

判
然
し

な
か

つ
た
方
。

徳
川

期
の
其

磧

巽

の
儲
催
撒
麟
は
・
金
綾
灘

か
ら
・

譲

鍾

が
ば
れ
て
孔
つ
た
け
れ
ど
も

千

葉

纏

雄

井
欝
酷
鶴
の
響
で
田
た
嵯

に
℃
酢
鶴

むく
ズ
ノ

ぼ

さく

の
作

物
て

な
い
慨

作
が
あ

る
こ

と
は
も

り　
に
ま

さ
ハ

　
じ

て

5
常

譲
だ
。

西
鶴

が
・
始

め
か

ら
手
を

く
ま

ゐ

サ
をど
ヤせ
いさ
く

わ
ヨ

旗

へ
た
も

の
で
無

い
限
り

・
共
同

製
作

し
カ

と
は

い

へ
な

い
だ

ら
う
が

、
市
偵

に
な

ら
な

い
だ

際
假
騨

の
た
め

に
・
疑

群
假

狸
が
灘

し
た
む
す
る
薫

㎜揺

勲

騨

慨
と
い
へな
い
わ
け
は
な
い
・
こ

れ
ほ
鮫
鵬
凝
騨
か
ら
も
散
つ
も
あ
る
隙

識
で
・
畷
滞
避
に
た
る
と
・
薮
へ
き
れぞ

ぬ
ほ
ど
多
く
な
つ
た
。
こ
こ
で
は
連
作

が
厳
へる
ほ
ど
朔
く
な
つ
て
・
偲
縦
職

蹴
が
の
し
甥
つ
て
來
た
o
彫
難

蹴

だいきくりらぽい

にい代ほ
ど
代
作
問
魑
の
や
か
ま
し
か
つ
た

獲
畷
は
な
く
D
ま
捲

椴
の
彿
は
れ
た

呼
驚
も
な
い
o
ー
ー
そ
れ
が
昭
創
蟻
価

に
感
、
屡

の
や
5
な
麗
羅

慰

せ
い性

を
幾
し
て
ゐ
る
ー

た
㎏
こ
れ
ら
の

鰹
椴
に
は
℃
解
監
徽
が
一華

を
猟
へ

て
や
つ
た
卵
る
欝

の
瑠
職
蟹
慷
か
あ

る
。
慰

や
嵐

葉
が
贈
響

で
あ
つ

コ
む

く

うう
サ
リ

ゐ
む
り

た
頃
に
.
藝

控
の
続
葉
が
、
彼
等
の

職
藩
に
警
を
芯八れ
て
・
紅
葉
の
鯉
で
蔽

どつリ

ゼつ
だ

場
に
出
し
た
ゆ
動
機
が
良
か
れ
、
悪
か

れ
・
僅
催
で
は
あ
る
が
・
ま
た
府
荒
蟹

な
期
羅
鱗
償
で
も
あ
る
壽

療
に
機
つ

た
騨
る
綴
假
瞭
麟
も
・
駿
を
愛
へ
た
・

こ
の
翫
の期
厭
耀
椴
盤

罫
で
℃
た
し

は
ねく

か
在
ρ
た
や
5
に
記
億
す
る
。
こ
ん
な

いき
さ
つ
か
ら
尉
て
も
・
偲
贋
は
離

綴
假
と
灘
譲
な
も
の
で
は
な
く
D
二

鐸

鍵
の
贋
黍

纒

姦
騰
宏
騨

脚
で
・
蝦州鰍
離
僻
の
醸
隙
を
つ
く
る
も

だいよっ

の
と
は
い
へる
o
た
野
内
容
が
た
と
へ

摺
鰍
翻
催
で
あ
つ
て
も
、
訟
箭
の
繧

で
貯
簾
の
耐
羅

健
轡
を
利
際
す
る
た

め
か
ら
愛
る
鰹
凝
の
傑
轟

銘
す
る

と
こ
ろ
が
ど
こ
ま
で
も

獅
綴
讃

瀞
継
の掴
騰
か
ら
赦
け
き
れ
な
い
o
尤

と
も
幡
假
と
い
つ
も
・
簾
鞭
そ
5
し
た

ハつしも

らん

きくヨ

良
心
を
持
た
な
い
。
門
弟
の
作
品
に
、

ビ

ぼ

ど
し
ノ
＼
自
分
の
名
の
レ
ツ
テ
ル
を
貼

つ
て
・
一倒
も
財
な
い
で
構
厭
断
躍
へ

鶴
ぎ
遅
み
・
藻

糟
に
繧

し
キ

い

は
ゆ
る
夢

が
そ
こ
ら
に
韓
が
り
て
ゐ

き
つ

を
だ
い

る
が

.
こ
の
方

は
.
そ

れ
ら

の
問
題

か

リ
オ
オ
を
　け

ら
丑
然
除
外
す
る
。

申文
那
で
も
、
敵
米
で
も
.
こ
の
「訓

み
人
知
ら
ず
」
而
、
共
伺
制
作
は
珍

ら
し
い話
で
は
な
い
、「水
難

判
演

義
三
國
志
」
そ
の
他
が
、
罹
貰
申
か

施
耐
庵
か
な
ど
は
、
こ
の
頃
に
な
つ

て
大
盟
き
ま
つ
て
し
ま
つ
た
が
こ

の
他
に
屯
合
作
か
作
家
不
分
明
か
の

作
物
が
多
い
o
抄
翁
は
事
實
に
無
い

人
間
で
、
あ
の
戯
㎜
は
ベ
イ
コ
ン
の

作
だ
ら
う
。
い
や
ペ
イ
コ
ン
と
の
共

同
製
作
だ
ら
う
と
の
論
箏
が
、
二
十

年
窮
は
か
り
の英
米
を
騒
が
し
た
の

は
、
ま
だ
耳
新
ら
し
い
話
。
は
つ
き

り
し
た
近
代
て
は
、
パ
ル
ザ
ツ
ク
の

創
作
工
房
だ
、
そ
こ
で
は
幾
人
か
の

小
説
鼓
手
を
集
め
て
、
材
料
を
拾
墾

さ
せ
、
孕
紺
織
的
な
作
物
製
作
工
業

に
從
事
し
た
。
早
い
話
が
、
パ
ル
ザ

ツ
ク
小
説
集
を
罐
む
と
、
材
料
そ
の

ま
』
の山
か
ら
掘
り
出
し
た
許
り
と

い
つ
た
も
の
が
相
慰
に
あ
る
。
す
れ

ば
.
工
房
の
技
手
達
が
、
こ
ん
な
材

料
を
集
め
て
來
て
D
そ
れ
に
加
工
し

て
、
始
め
て
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
大
作
が

出
來
上
つ
た
の
か
知
ら
ん
o
そ
れ
と

も
、
技
手
達
も
一緒
に
加
工
し
た
の

か
。
だ
か
ら
と
て
バ
ル
ザ
ツ
ク
の
台

物
は
、
心蟷全
に
、
パ
ル
ザ
ツ
ク
的
年

(

悔
、灘

、灘

、

、

w轟

、

物
と
し
て
出
來
上
る
こ
と
を
妨
た
げ

な
か
つ
た
。
そ
の
代
り
、
た
と
へ
幾

人
の
技
手
と
の合
凄
で
あ
つ
て
も
、

継
局
バ
ル
ザ
ツ
ク
を
雌
れ
な
い
と
こ

ろ
は
、
や
は
り
、
前
世
紀
的
、
個
人

作
籔
恩識
を
ど
こ
ま
て
も
離
れ
な
い

の
だ
つ
た
。

そ
の
外
、
近
代
で
は
ゴ
ン
ク
ウ
ル
兄

弟
・
現
代
で
は
・
ジ
ロ
オ
兄
弟
チ
ェ

ツ
コ
・
ス
ロヴ
キ
ヤ
の
チ
ヤ
ベ
ク
兄

弟
、
み
な
滑ハ側圃制
作
て
ゆめヲ9が
、
誰

も
、
ど
こ
ま
て
が
兄
で
℃
ど
こ
ま
で

が
弟
で
あ
る
か
を
分
解
し
は
し
な
い

ま
力
兄
粥
以
外
に
解
る
苦
は
な
い
。

そ
れ
で
良
い
で
は
な
い
か
、
わ
れ
等

は
た
轄
、
そ
の
名
題
が
輿
へる
欝

の
表

現

て
、
そ

の
璽
術

を
論
債

す
れ

ば

よ

い
の
が
。
久

に
は

.
シ

ン
ク

レ

ヤ
の
新

バ
ル
ザ

ツ
ク
的
r

場
o

そ
ん

な
嵐
際

か
ら

・
醐
は
廻

牒
蟹

贋
職

慰
庶

・
邸

ま
つ
て
館

鑑
さ

れ
た
騰

慰
だ

おも

こ
く
し

ニ
ん
が
く

と
は

思
は
な

い
。
古

代

の
交

學
は

、
ま

け
う
ど
あく
ほ

りし
さ
く

づ
共

同
的

に
制
作

さ
れ
、

そ
れ
が

た
と

じ
ん

サ
　ど
へと
ゴコ
つ

こ

ロ
しる

へ
、

共
間
細

胴

の
個

々
人

の
.
心

か
ら

ゼ
つア

ぜ
ノ
ニく

さ
く

な
る

動
犠

か
ら
制

作
さ
れ

た
ら
う

と
作

ひ
ん

ゼ
んし
っ

ドつ

品
と

し
て

は
ど
こ

ま
て
も

團
集

の
糺
晶

に

だ
ハ

ハ

で
あ

り
、
そ

九
が

時
代
を

劃
る

と
と
も

こ
鰯

2
r
砦

賑
駿

ニ
ヒ

⊃
ヒ

・
動

胆
、・ど

ー
ρ

愛
け
て
貯
鰭

臨
欝
脚
で
、
二
醗
の
廻

繍
瞭
暇
で
す
ら
℃
そ
の
脚
識
を
紳
な
い

憲

瓶
監

が
な
ほ
と
・
そ
の
顯
蝦
を

よ
り
欝

の
あ
る
鷲
裂
・
そ
し
て
躍
徽

てヨ

コ
う

ち
も

的
な
が

へ
近

づ
け

て
行
く

の
で
あ

つ
た

誰
は
毒

舞

譲

と
し
で

登

凝
欝

ら
ず
に
響

つ
と
こ
ろ
に
肇

セ
ベ
ヒく
る
ぬ

が
あ
る

℃
そ

れ
が
た

め
に
は

、
李

人
類

齢
く
と
も
・
誕

あ
る
難

鷲
の
誕

熊
か
ら
生
れ
る
の
が
理
謙
で
、
鷹

は

き
いぬ
コ

ニ
セ
ん

ニぬりほ
ん

完
歪

に
解
消

さ
れ
て

よ
い
o

ま
た

偶
入

う
い
はう

セ
い

性
が
解

浦
さ

れ
ね
ば

な
ら
ぬ

o

て
い
ロ

けも
ロレう
れ
いさ
ぐあ
ん
に
い

こ
いの
ん

最
虹

の
共
同

制
作
問

題

の
隆

越
は

、
そ

れ
の
僻
鯉
は
・
騰
に
懇

で
な
く
て

一に
そ
れ
が
摺
師
熱

へ
ん
と
す
る
誹

つ
よ

　
ほ

識
に

よ
つ
て

彊
め

ら
れ
る
o

プ

ロ
レ

タ

ち
くて
ぽ

ゆ
エ
ね
コ

ニ
ん
か
くし
ん
ん

リ
ヤ
文

學
陣

螢
か

ら
目
的

な
方

向
と
し

び

ミ
ヒき
く

お
に

け
し

て
共

同
制
作

の
テ

イ
ゼ
が

興

へ
ら
れ
、

騨
磯

伯
郷
が

掛
劔

さ
れ
た

の
は

・
プ

ロ

ご
ん
か
く

レ
タ

艮
ヤ
衣

學
と

し
て
は

、
あ

ま
り

に

も
謙
烈
た
。
一班
・
窪

灘
ぴ
新
瞬川郵

欝

が
・
鷺

の
黙

・
蟹

の
慰
m

サ
リど
すゼ
い
き
く

ぼ

ユ

しめん

と
つ

等

々
を
基
輝

と
し

て
、
嚇
ハ同

制
作
を

企

な
く
コ

ひ

　
ムロ

しん

と量

ノ
.ζ
」
り
巨

ヨ
著

二
』
、
何

等

の
批

◇ぶ 運 を 屍 が 志 同 ◇◆面 瘍 一 の 「土」喬 映
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なへ

こ

難
す

べ
き
も

の
が

な
い
o
む

し

ろ
、
個

凝
鞍

蹴
に
固

ま
つ

た
艦
學

の
醐

跡
な
獣

と
セ

ヤ
い
な
つ

ほ

ぜん
し
ん

銃
か

ら
の
解

放
と

し
て

、

一
歩

の
前
進

の

と
は

見
る

べ
き
で

あ
る
が

、
そ

れ
も
ど

い

くゑ

らて
き

し

やん

こ
ま

で
行

つ
て
も

襯
念
的

な
依

存
に
よ

しを
と
い

も
れ
コ

ウ
ヒ

る
宿

命
し
き

や
捧

た
ぬ
彼

等
で

あ
る
限

け
タメ
もギ
いニ
く

ハい

ウ
、
プ

ロ
レ
タ
リ

ヤ
共
同

制
作

と
は
牢

構さ
へも擬
な
いD羅

な難

轄

賠
響

麓

舘
響

際
躍
凝
と
し
て
竃

て
く
れ
た
コ
九

一一一〇
艘
」
が
ま
つ
畷
か
に
そ
う
し
た
み

ロいよつ
り
る

ぬ

じ
め
な
内
容
を
暴
露
し
て
匿
る
。
そ
の

職
り
で
は
、
離

濾
の
廻
厭
離
縦
は
、

離
ら
難

の
好
硫
を
瓢
繰
す
る
駈
縫

の
臨

歯
鰯
と
も
躍
を2
ぬ
こ
と
が
な
い

こ

リベ

く

岡
々
で
あ
つ
た
ら
・
ま
だ
竪
職
に
は
手

サ
リむエ

せいを

ロつハ

が
か
」
る
が
・
共
同
し
た
制
作
の
♪
で

か
5
も
鯉
恥
雁
で
・
轡
誹
継
畿
慰
で
D

鋼
牒

マ
羅

で
・
ど
こ
底
彼

薩
齢

だ
ら
け
な
榔
職
を
雌
つ
び
ら
に

ど
ろ

もヒ

い

羅
露

し

て
ゐ
る

限
り

、
去
は

野
、
わ

ざ

わ
ざ
羅

潔
の
威
献
餓
艦
を
継
灘

し

み

　

な
ハ

て
見
せ

て
や
う

な
わ

け
で

、
な
ま

じ
封

サ
つ

ニろ
む
く

立

す
る

た
め

に
、
プ

ロ
レ

タ
リ

ヤ
文

學

り
の

し
ゆだ
も

ヒん
バで

陣
螢
が

・
そ

れ
を
揉

踊

丁
る

手
段

が

一

ひ
つよ
っい

膚
容
易

に
な

つ
た
わ

け
だ
。

に
り
つ

さ
し
コ

お
つて
い

そ
れ

は
劉
立

し
た
膿

後

の
決
定

で
は
あ

げ
セ
ゆ
りは

け
つ

る
が

、
し

か
し
、
璽

術
涙

と
て

も
。
共

コ
でゼ
レ
さく

モ
く

同
制

作
は

、
ま
だ

ど
ん
な

形

で
か
涼
蟹

す
る

て
あ

ら
5
。
ま

た
プ

ロ

レ
タ
リ

ヤ

、

9
の
鑑
假
の
澱
鵠
も
℃
職
に
り
鰹
瞭
獺

徽
の
麟
諾
だ
け
に
血
立
ら
ず
・
も
つ
と

蓼
慈
勧
が
婬
に
鶴
警
れ
て
ゐ

げモ
ど
つぜ
い
さく

る
o

ど

つ
ち
に

し
て
も

共
同
制

作

の
新

●

て
く

す
ま

展

に
.
ま

だ
奥

立
つ
た

ば
か
り

で
あ

る

で
ぼ

リ

ヴ
リ
ヒ
リ

の

ち

わ

れ
等
は

も

つ
と
長

い
目
で
將

來
を

見

ま
も
つ
て
賎
に
犠

を
撃

た
い
と

離
ふ
。

ユい
ぼ
わ

「
吾

々
は
D
わ

が
ソ
ヴ

エ

,
ト
映
磁

を

そ
れ
が
舞

を
羅

め
さ
せ
響

掃
ら

芸

灘
に
露
し
て
ゐ
る
。
ブ
多

ヨ
ア

イ
デ
オ
"
ギ
ー
の
榔
銘
盤
溝
は
・
吾
々

と
は
藝
く
暴

に
・
た
讐

そ
れ
が
呼

驚
の
;

の
難

で
あ
る
が
撚
に
療

ら
ゆ

手

を
お

く
る

の
で
あ
る

。
」と

ト
レ

チ
ヤ

弓

は
翼

て
ゐ
る
・
難

は
・
匙

に
縦
階
さ
れ
た
ほ
ん
と
の
齢
鮒
で
の
騰

ヒれぐわ

ロよ初の
ソ
ヴ
エ
事
ト
際
圏

「ト
ル
ク
シ
イ

と
つ
リ

ブ
」「ア
ジ
ア
の
嵐
」
等
を
見
る
こ
と
が

姪
貯
た
(こ
の
二
つ
の
畷
臨
は
欝
く
薦

静
で
も
侭
齢
さ
れ
る
)
こ
れ
ら
の鰍
臨

は
しエゐに

そ
れ
自
身
何
も
の
に
も
増
し
て
ソ
ヴ
エ

ー
ト
魔
臨
の
働
荒
さ
を
搬
認
る
だ
ら
う

そ
し
て
、
こ
の
ソ
ヴ
エ
ー
ト
魔
臨
の
働

梵
さ
は
・
重
た
・
そ
の
馨

に
あ
る
ソ

ヴ
エ
ー
ト鰍
監
の偉
帰
さ
と
が
彊
さ
を

りぐ語つ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

ユいぐわ
い
ぼい

だに

ソ
ヴ
エ
」
卜
映
謁
の
傑
大
さ
は
何
よ

　
ブ
ウ
フ
ク
、
一
九
三
〇
年
作
品

「土

」
監
督
F
フ
ジ
盈
ン
コ

、先
史
時
代
研
究
者
の

羨
望
す
る
成
果

島
田

・梅
原
氏
ら
の

『筑
前
須
玖
史
前
遣
助
の
研
究
』

灘

本
書
は
「京
都
帯
國
大
學
天
學
部
考

古
學
研
究
報
告
」
の
第
卜
一研
と
し

て
晟
亘
公
刊
さ
れ
た
も
の
で
、
鳥
田

貞
彦
滋
の
「筑
前
須
玖
先
史
時
代
選

跡
の
研
究
」と
梅
原
末
治
君
の
「須
玖

岡
本
逡
見
の
古
鏡
に
就
い
て
」
の
二

篇
を
室
要
論
叉
と
し
、
胃
柳
種
信
著

の
「筑
前
隔
治
土
郡
ヨ
雲
村
古
禦
闘

設
』
を
騙
眞
凸
版
に
し
て
附
載
し
て

ゐ
る

の

しろ
く

にヒ

セつこ
の

我
が
上
古
時
代
に
於
い
て
.
九
州
北

静
熟
竪

齢
に
簾
す
る
擬

の増

つね

う
れ

ぽ

つ

の
も

に
あ
り

.
富
に
彼

に
糺

づ
受
け

て
後

、

惹
を
藩

に
齪
へ
る
嚇鐡
ち
照
纈
階

に
も

の

一
大

ス
テ
イ

シ
ヨ

ン
で
あ

つ
た
こ

と

撫
め
寿
く
讐

臣

著
し
い
こ
と

で
あ
る
O
し
か
も゚
欝ハの
翻

曜
憔
も
甜㎜

熟
だ
静
に
蕊

群

偲
の
麟

を

残
し
て
ゐ
た
慰

に
灘
三
綴

灘
ぴ

後

藤

守

一

鎌
ヰ
慣ハの
者
し
い翻

と
し
て
・
凝

、

に
瞭
澱
蹴
億
の
撒
齢
タ
螺
へ
我
が
彊
野

曙
驚
に
於
け
る
照
倦
騨
鰭
に
敦
し
い
膨

価
を
苛
め
て
ゐ
る
こ
と
璽

踪
嫉
に
擁

ロ
モ

リえ

ニぎ

ユ

次
共
の
輪
郭
を
明
か
に
さ
れ
て
來
た
と

ユか

をしをむのん
ぬ

こ
ろ
で
あ
る
。
而
し
て
福
岡
縣
に
於
け

る
劉
玖
の薄
躍
は
・
鷹
十
馨

の
螺
と

跳
と
の
蟹
貯
な
る
に
於
い
て
僅
の
鰍
艦

しコ
い

らホ

質
の
慰
蹴
を
抜
い
て
最
も
薔
し
い
も
の

を
らハ
ぬ
を

と
さ
れ
て
ゐ
る
。
從
來
の
知
見
が
・
多

く
累

の
縦
綬

欝
臨
に
よ
ら
ず
℃
麗

知
ら
の
嬢

騒

慰
に
よ
つ
て
擶
土
し

た
置
概
に鍵
つ
の
賠
な
か
つ
た
購
℃
灘

冊
膿
ゼ
の
穐
に
あ
る
糖
灘
籐

帰
學
為

り
つ
ロニ

わ

こ

ロ
よ
ゼく

古

學
敬

室
の
諸
君

が

こ
」
に
意

を
留

め
　

職
冊
搬
が
そ
の礎
も
廻徳
濤
い
賀
玖
鵬

に
脚
い
て
・
多
く
の
盈
栖
塗

し
・

そ
の
一
に
綱
彰
鰯
職
を
写
9
ξ
に
簾

こ
く
に
ん

け
　
しに

くお
へき

むもの

を
復

原

し
て
型

式

の
斜

祭
を

試

み
る

ロ　コ
つへ
し

け
んロ
う
コや

ハつ
ナ

ゆ
つ

こ
と
は

・
鎮

鑑
史

の
研
究
者

に
最

も
奥

ひ

く
ロぼ
い

じ
つて
い
こく
ぽ
い

味

あ
る

課
題

で
あ

つ
た
〇

九
州

曽
國
大

りく

こ
く
の
ゆ

これ

つ
と

カ
ゆ
　
ぴほ
く
し

學
の
中

山
博

十
は
克

閉
に

之
に
努

め
ら

ド
ふピ

の
む

れ
、
漸

次
こ

れ
が
明

か
に

さ
れ

て
來
た

くわね
るれ

にセ
ん

の
で

あ
る
が

、
梅
原

君
は

こ
れ
が

完
成

に
んほ
つこ
く

ミ
の

を
本
報

告

に
試
み

ら
れ
た

の
で
あ

る
。

漏
し

募

日
々
は
梅
難

が

こ
れ

に
蹴
つ

た

こ
と
を
縦

衡
と
す

る
。

そ
れ

は
・
梅

鷹
様
が

・
翻

騰
謙
駕

・
離

潔
襯
ぞ

置

い

こ
ん
にち
か
ん
しニ
リ
ェれ
くユ
う

だ
い

に
えご
や

た
今

日
襖
式

鑛
観
究

の
第

一
人
者

で
あ

モ
フ
を
セ
コ

ぽ
カ

ナ

る
と

い
ふ
許

り
で
な

く

.
須
玖
凝

見
鑛

ミ

つ

りつ
よ

い
へえ
ム

の
研

究
に
最

も
因
縁

が
あ

る
か

ら
て
も

ラ

だよ

セ
い
しフ

に

あ
る
o

須
玖

及
び

こ
れ

ら
と
に
質

の
似

た
群

蹟
か

ら
継
醗

さ
れ
た

搬
鰍

の

一
糀

ン
つ

づ
つ

ヒへ
の
ん
しほ
け
つ

を
集

め
、

こ
れ
が

多
敏
は

前
換

式
鑛

に

セ
ユ
コハ

で
く

團
す

る
も

の
で
あ

る
と
し

て

、
從
來
六

ても
に
い

セ

し
ビ
リ
へ

れ
ん

朝
代

あ
た
り

に
擬

し
て
ゐ

た
諾

鏡
の
年

偲
鴫

懸
を

し
て
・
澱

鎌
撚

ロ
認
に

一

梵
職

叢
を
躍

へ
た

の
は
な

く
な

ら
れ
た

灘
騰
灘
冊
の
籔

の
腕
の
尤
な
る
も

し
の

の

で
あ
る
が

、併

し
、
こ

れ
を
助

け
た
梅

リ
ノ

よ
うく
ん

ど
りさ

じ
よ

ハ
し
ほん

園
君

の
努

力
の
訣

し
て

一
の
牛

凡
な
助

し
り

し
ユ

手

の
域

に
あ
つ
た

も

の
で
な

い
こ
と
は

畿

し
も
織

じ
て
蟷

は
な

か
つ
た

の
で
あ

皿

ロリ

セもほう

し
た
こ
と
は
、
吾
々
の
環
望
し
た
一大

ぜ
ダくま

威
果
で
あ
つ
た
。

ま
た
此
の
須
玖
の
遺
蹟
は
.
大
陸

交
化
の
交
渉
に
於
け
る
の
み
で
な
く

厳
多
く
の蟄
棺
を
出
土
す
る
を
以
て

醤
々
に
熟
知
さ
れ
て
ゐ
る
o
人
が
死

ぬ
,
こ
れ
を
比
鞍
的
安
債
に
し
て
し

か
も
耐
久
力
の
あ
る
窒
器
に
目
ハの
屍

を
蔵
め
て
葬
る
は
、
時
の
古
今
、
地

の東
西
を
論
ぜ
す
、
廣
く
行
は
れ
た

風
で
あ
る
が
、
北
九
州
地
方
の
整
棺

は
、
二
鰯
の
大
形
の
も
の
を
ロ
ウ
合

せ
、
地
申
に
稻
々
藷
の
形
に
葬
る
と

い
ふ
に
於
い
て
.
か
つ
前
述
の
如
く

銅
劔
等
を
中
に
副
署
mと
し
て
藏
し

て
、
厩
が
先
史
時
代
の
墳
墓
と
し
て

著
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
護

掘
調
査
夕
試
み
た
も
の
は
極
め
て
稀

で
あ
る
O
島
田
君
響
の
罐
掘
は
、
ま

さ
に
其
の
鹸
を
補
ひ
、
甕
棺
の
性
質

考
究
に
一大
寄
興
を
し
た
の
で
あ
る

サ

ヒゆもと
び

い

さら更に
須
玖
穿
岡
本
に
於
け
る
一遺
蹟

は
こ
の
鳳
の
も
の
、
尉
た
る
も
の
、
古

く
繕
騰
せ
ら
れ
て
鰯
十
献
の
戯
撚
を
出

くりねりい

士
し
た
の
で
あ
る
が
、
完
形
の
も
の
」

コム傷へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
僅
か
で
あ
つ
て

慰
の
多
く
は
璽

と
し
て
塾

し
た
。

し
か
し
ゃ
こ
れ
を胱
齪
に
蒐
め
事
こ
れ

はらくん

カうこく

る
。
梅
原
君
に
し
て
も
、
こ
の
募
作
に

は
・
雌
か
ら
の
儲
騨
を
齢
て
魏
め
た
で

さり

あ
ら
5
と
祭
す
る
o
か
く
し
て
、
吾
々

こ

ゆうこく
ねほ

む
にレ

は
、
此
の
報
告
に
大
き
な
期
待
を
持
っ

こうめん

て
共
の
公
刊
を
待
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る

島
巴
君
の
論
丈
は
、
「序
説
」
か
ら

「須
玖
岡
本
の
遺
跡
」に
5
つ
つ
て
其

の
謹
掘
を
糟
叙
し
、「須
玖
岡
本
遺
跡

瀞
掘
の
遺
物
」
に
於
い
て
其
の
褒
見

の
蒙

、
十
器
、
合
口
、
棺
饗
、
銅

劔
具
他
の
遺
物
を
述
べ
、紹
じ
て
【既

霞
見
の開
係
遺
物
と
遺
跡
し
を
概
述

し
・
「後
論
」に
入
つ
て
合
口
蓼
惜
に

封
す
る
興
味
あ
る
論
究
を
試
み
ら
れ

て
ゐ
る
。
部
ち
先
づ
合
ロ甕
棺
、
其

の
埋
葬歌
態
を
概
述
し
教
い
て
、
合

口
甕
棺
に
於
い
て
、
無
蓋
の
甕
棺
を

以
て
原
始
的
の
も
と
せ
す
、
窮
ろ
合

口
式
の
も
の
に
俊
れ
た
省
略
形
式
若

し
く
は
曜
落
形
式
と
見
、
合
ロ
甕
を

伸
展
葬
に
適
し
た
も
の
と
見
・
こ
れ

ウ
類
例
の
あ
る
支
那
の
制
を
受
け
た

と
す
る
よ
り
も
寧
ろ
猫
自
の
灘
蓮
に

驚
し
て
お
く
方
が
安
を
で
あ
る
か
も

知
れ
な
い
と
解
決
を
後
日
に
期
し
、

更
に
こ
の
墓
制
が
石
室
中口
墳
の
護
遜

す
る
に
つ
れ
て
消
失
し
去
つ
た
が
、

甕
棺
の
技
術
な
る
蜘
生
式
土
器
の
使

用
に
車
つ
て
ほ
、
な
ほ
永
く
其
の
生

命
を
侃
待
し
て
土
帥
器
と
し
て
行
は

こ
の
魔
臨
の
鳴
で
誌
さ
れ
て
ゐ
る
蝿
灘
な
ε
が
ら
ー

サ
リ

せ
も
お
コ

し

　

に
ハら

う
ハ

むを

働
き
、
籍

し
、
そ
し
て
死
ん
で
行
く
ー

大
地
の
上
で
は
か
5
し
て
芦
か

ら
百
轄
た
ち
は
鋤
と
胴
と
艦
胤
と
だ
け
で
生
き
て
齎
た
・
丁
犀

雛

や
横

ハ
し

ぢ

あし

モ
リ
ん

ア
ノ

物

や
石

こ
ろ
の

や
5
に
。

が

、
そ
こ

へ
、
地

キ
た
ち

に
よ

つ
て
認
先

を
追

ひ

㎡
て
ら
れ
た
新
し
い
鳳
燦
が
あ
る
丈
蹴
と
慰
鰍
と
雲

に
の
み
生
き
て
ゐ
た

ユも
ど
うユ
や

だ
んけ
つ

ば

か
ゆ

の
つ
のへ

農

民
た
ち

は
、

こ
」
に
騎

働
断

兄
弟

と
し

て
團
鯖

す
る
、

機
械

、
ト
ラ

ク
タ

ア
ー

新
し
い騰
襲

謙
が
鷹
隙
を
慧
轡
の
鵡
凝
に
す
る
・
ト
ラ
ク
タ
ア
の

こ
る

され

ゐ
れ

ヒ

セ
へ

ご
と

に
　

え

ても
し
ゆ

運
攣

ワ
シ
リ
イ
は
ク
ヲ
ア
ク
に
殺
さ
れ
る
、
が
披
は
彼
の
組
先
の
如
く
大

轡
に
鰍
る
だ
け
で
な
い
・
ワ
シ
リ
イ
は
騰

の
牌
に
生
き
て
ゐ
る
・
徹
は
膿

傑
と
搬
び
と
を
邸
て
騨

と
し
て
郎
ひ
の
途
を
慰
む

ー

こ
の
畷
蹴
は
ド
ィ
ッ
で
は
厳
嵐
裂
職
麟
で
圏
畷
旗認虻
に
な
つ
た
も
の
で

あ
る
D
こ
の
魔
臨
に
鋸
て
・
監
殴
ド
フ
ジ
エ
ソ
コ
は
薦
の
騰
に
熊
つ
て
ゐ
る

題
材
は
・
一つ
の
大
き
な
書

形
態
の
醗
來
得
る
限
り
表
現
的
な
一部

分
て
あ
る
か
ら
、
そ
の
限
り
に
於
て
し
か
、
僕
に
と
つ
て
ほ
意
昧
を
も
た

な
い
の
で
す
。

才
題
を
か
や
5
に
取
扱
ふ
こ
と
に
よ
つ
て
℃
僕
は
事
實
や
、
人
物
や
D

色
々
の
衝
突
が
就
曾
的
な
智
遍
化
の
特
徴
を
得
る
に
至
る
や
う
な
、
偉
大

左
表
現
力
を
得
ま
し
た
Q

例
へば
、
映
謁
「地
ヒ[」に
於
け
る
膚
殺
さ
れ
ト》プ
ア
シ
リ
の
趣
葬
の
掲

面
が
そ
れ
て
す
。

牧
師
の
ゐ
な
い
葬
式
で
す
o
悲
し
い
坊
事
の
合
唱
の
か
は
り
に
新
し
い
生

活
の
唄
が
歌
は
れ
ま
す
。
若
訴
も
、鰻
達
も
、村
桑
燈
が
歌
ふ
の
で
す
1

矛
の
結
果
、
あ
り
ふ
れ
た
こ
の
岬
葬
の
エ
ビ
ソ
オ
ド
が
偉
大
な
勝
利
的
な

就
會
の
犬
衆
遼
励
と
な
り
ま
す
o

乏

瞳

れ
た
の
み
で
な
く
、
そ
の
技
術
の
建

縦
と
し
て
埴
輪
を
5
み
、
そ
の
窪

の
隔
世
的
復
現
と
し
て
陶
棺
ウ
見
た

と
論
晶
さ
れ
て
ゐ
る
。

融
彫
そ
の
も
の
は
羅

射
に
人
つ
た

ユ

ゑ
ノ

も
の
で
、
そ
の
鶉

識
む
べ
く
、
甕
檀

ユ
コ
リリん

き
ゴ
ゐん
ひ
と

ロ
ロ

けい
しな

の
型
武

、
起
源

論
も
亦

何
人

も
異
議

も

な

か
ら

う
。
着

し
、
甕

構
そ

の
も

の
は

き

にぽ
ど
む

も
も
ゐよ

勿

論
、

こ
れ
に

作
ふ
弼

生
式

土
器
は

・

し
ぽ
と
む

に
に
い

い
も

ヤ

彌

生
式

±
器
と

し
て

の
時
代

の
位
置

姐

わ
ん

づ
ト

ァ
へ
しほ

と
く
し
ノ
じ
ゐん

何

、
潅

ん
で
型

式
の
特

質
如

何
と

い
ふ

く
ん

ろ
んユ
う

ナ
ト

鮎

に
論

究
を
進

め
ら

れ
た
な

ら
、
吾

々

は
彌
生
煮
ザ
膵
の
疑

の
蒙

に
於
い

て
瀞
蝋
の
衡
職
が
あ
つ
た
ら
う
と
駅
ふ

こ
れ
は
難
蜀
の
談
夕
郡
く
だ
ら
う
か
O

梅
暴

の
謙
照
に
旋
い
て
は
,
館
來

の
懇

を
「階
踏
」し
・
「蕊

」の
鰐
に

コ

ハん

き
いこ
ハ

於

い
て

・
そ

の
零
細
な

波
片

に
よ

つ
て

畿

殊

の
衡
蹴

に
魏
め

、
溝
催

鍬
が
嵐

職

し

サ
し

の
ゐこ
れ

コ

レ
コ

を
占
め

、
昂
雲

鑛
之

に
次
ぎ

、
四
乳

葉

照

雛
は

鵡
形

の
糠
齪

て
あ
る

3
と
に

於

し

ゐ
ほ
ん
ど
ほ
ノヲ
ん

な
れ

い
て
支
那
本
養

見
の
も
の
に
も
稀
に

ざ

と

ニしコ

見
る
も
の
で
あ
る
と
説
い
て
最
後
の

「繍
諭
と
探
酷
」の
潮
に
バ
リ
D
紺
き
に

縷
欝
に
よ
つ
て
撃

ら
れ
た
纏
謙

は
こ

鮒
に
慕

を
薦
す
る
も
の
は
あ

つ
て
も
・
謬

と
し
て
は
艘
攣
の蛾
廊

を
粥
礁
と
せ
ず
・
駈
凝

か
に
さ
れ
っ

サっ

ヒ

ぷサだい
あサの

つ
あ
る
秦
鏡
と
D
共
の
大
照
が
明
か
に

くりなん
ろこのど
りを

ぬつをドけい

さ
れ
た
朝
恥
楽
浪
出
土
鏡
と
の
巾
間
型

しの

ナわ

フくおつ

式
を
な
す
一大
フ
ン
ド
で
あ
る
と
論
結

さ
れ
て
ゐ
る
o
吾
々
は
そ
の
す
ぺ
て
に

蹴
か
5
と
騰
ふ
。

ウ
は
ヒ
さし

よ
り

多
く
の
間闘版
、
挿
縛
の
十
分
に
利
用

ど

まて

さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
説
く
迄
も
な
い
o

最
後
に
濱
田
搏
士
の
努
力
に
よ
つ
て

第
十
一巻
迄
も
団
し
索
「京
都
瀞
國

大
學
文
學
部
考
吉
學
研
究
報
告
」
が

先
史
、
原
史
爾
時
代
を
申
心
と
し
、

大
分
の
名
佛
善

教
遣
吻
に
ま
で
及

ん
で
、
常
に
吾
人
に
鮮
新
な
興
味
を

興
へ
℃
再
人
に
向
ふ
と
こ
ろ
を
ホ
さ

れ
て
.
考
古
學
界
の
串
心
と
し
て
動

い
て
來
た
こ
と
に
豹
し
て
、
十
分
の

感
謝
を
捧
げ
や
弓
と
思
ふ
。
唯
何
か

の
事
粥
が
あ
つ
た
で
あ
ら
5
が
、
木

報
告
に
一
の
粕彩
を
輿
へ
て
ゐ
た

つ
る
ノる

聚
放
圓
の
見
に
な
い
の
に
何
か
の
物

定
り
な
さ
を
悪
じ
さ
せ
ら
れ
る
o

菊
二
倍
歓
D
洋
装
、
本
文
一
一五
頁

圖
版
」.Q
頁
.
挿
圓
ロ.九
、「筑
前
國

胎
土
郡
.二雲
村
古
器
囲
説
」
に
.一一卜

六
頁
、
餐
尾
に
灘
田
四
上
の
英
交
概

述
が
捺
へ
て
あ
る
∩r京
債
ぺ
圓
、
東

京
祠
田
.
刀
江
護
院
盆
行
)

香

野

雄

吉ロ
もり
め

ユい
ぐ
わ

り

も
ま

つ
.
あ

ら
ゆ
る

映
蹄
が

同
闘

の

麟

と
羅

の
鰹
に
そ
つ
て
催

さ
れ

る

と
こ

ろ
に
あ

る
り
ま

た
・
そ

し
て

・

こ

をく
ロ
ん

つま

そ

の
個

々
作
品

の
力
強

さ
は

、

一
っ

一

ス
いな
わ

やも
だ
い

こ

つ
の
映
謹

が

・
個

々
の
問
題

と
し
て

で

は
な
く
專
こ
の
蹴
鰍
と
羅

の
一
つ
の

分
難
を
舳
し
て
ゐ
る
緊
に
あ
る
。
た
と

えれぐわ

へ
ば
、
映
馬
「ト
ル
ク
シ
イ
プ
」は
ト
ル

キ
ス
タ
ソ
・
シ
ペ
リ
ア
齢
憲
の
羅

く
ロ
ね
ゆ

げ
コ
よ
り

れん
り
いもワ

t

竃
年
闘訓彊
の
雷
要
な
課
題
l
l-を

ロむ

セ

のくをうこ

描
いて
居
り
「ア
ジ
ア
の
嵐
」は
奥
蒙
古

に
於
い
て
の
パ
ル
チ
ザ
ン
の
轡
瞭
-

冒乙蟹
"～

弓二
言噛-一7一=一
～

二冨
囎一ξ
Σ
誉
亀

田
津

・木
曾

秋
羊
子

◇

水
草
に
黄
な
る
薦
さ
く
沼
の
面
の
こ
の

明
る
さ
に
ま
な
こ
つ
か
れ
ぬ

◇

薦
.中
ら
に
湖
に
つ
野
け
る
實
り
田
の
か

が
や
か
し
か
も
風
吹
き
霞
る

◇

水
枯
れ
し
木
曾
谷
川
の
川
床
は
只
白
々

し
杉
山
の
間
に◇

桑
の
藁
の
黄
ば
み
明
る
き
山
峡
に
遽
動

・會
の
旗
た
て
り
け
り

◇

一山
を
ぬ
ぐ
つ
て
曜
れ
し
覇
ぎ
り
に
5

る
し
紅
葉
は
緋
に
雫
す
る

q直男D民℃
・ξ一句ξ
直⊃
℃
旨璽
一旨唱冒2

籐

鷲
封
鵬
弾
の
醗
照
轡
難

ー
ー
を

し
の
だ
い

主

題
と

し
て
ゐ

る
o

し
か

し
・
ソ

ヴ

エ
ー
ト
畷
臨

の
耀
癬

ほ
コ

ゐ

の
馨

を
見
る
ま
で
に
は
D
今
日
ま
で

と

くも
た
ん

ハぬ

り

に
彼
等
の
歩
ん
で
來
た
展

な
道
を
理

つ
レ

だ
い

解

し
な

く
て
は

な
ら
な

い
o

ま
つ
第

一

に
ロ

ちん

れ
ん

の
時
期

は
、

一
九

一
七

年
か

ら
二
五
年

の
ゐ

ありご

ユ
いも
わ
ロ
ジ
つ

こく

臨
ま

で
、
こ

の
間
に
は

映
衛

轟
聚

の
國

翫
催
が
躍

さ
れ
・
鵬
そ
れ
ム
＼
薩

籐
な
畷
謝
鰐
賊
が
灘
昭
さ
れ
て
・
今
日

ユいぐわヒ
しる　
サ
で

の
ソ
ヴ
エ
聖
ト
の
映
謁
組
織
の
某
礎
が

築
か
れ
た
。
こ
の
階
鰹
に
は
羅

搬
縦

謙
と
し
て
は
・
多
く
の
薫
郵
假
磁
の
畷

臨
齢
が
攣

ら
九
た
が
礎
塘
し
な
か
つ

こ
く
ら

だ
ん

ゆ

だ
し

た
り
し

か
し

.
こ

の
例

家
多

難
の
時

代

へな
や
く

ロ

ろく

ぢ

ほ
ニ
い
ゐわ

に
隔

し
た
謝
録
、
晴
事
映
爾
は
.
後

に
ソ
ヴ
テ

ト
魔
鱗
が
・
裂
照巖

灘

臨
に
驚
し
い
遡
藷

く
た
め
轡
肇

作

り
ヒ
げ

た
わ
け

で
あ

っ
た
。

鱗

二
の
曜
騨

・

一九

二
五

欄
聡
か

ら

ロ
ん
ロろ
ヒ
を

ぼ

な

ニ
んに
ち

二
八
年

頃
だ
。

こ

の
時

期

に
,
A
「日

す

で
に
炉
羅

と
な
つ
た
ソ
ヴ
エ
馨
ト
の

線
い撚

遮
の
傑
齪
が
譲

さ
れ
D
い

は
恕
ソ
ヴ
エ
ー
ト
の魔
聡
蟹
醗
が
膿
郭

い

さ
れ
た
と
云
つ
て
よ
い
o

エイ
ゼ
y
シ
ュ
テ
イ
ン
は
「ス
ト
ラ

イ
キ
困
離

瞭
W
に
於
け
る
λ
ト
ラ
イ

キ
の
照
製
)に
芽
い
で
「職
傲
ボ
チ
ヨ
ム

ねんかくとコ

キ
ソ
困
一九
〇
五
窮
革
命
)「十
月
h
十

胤
慧

臨
)
嵐
謬
し
ジ
ド
フ

キ
ンは
「駅
」(ゴ
リ
キ
ー鰍
催
)に
つ
いさ

い

て
「
セ
ン
ト
・
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
の
最

ロ

しいと

ねん

後
汽
一九
一七
年
の首
都
)
を
作
つ
た

ユ
ろくユめハわ

いりほつ

記
録
映
圃
か
ら
出
黄
し
た
ヴ
エ
ル
ト
フ

は
「
レ
ー
昌
ソ
の
キ
ノ
・プ
ラ
ウ
ダ
」

「側
購
の
職
山ハ懸
畔
」「鰯
十
一艘
「署
を

出の謝
し
た
。
こ
れ
ら
の
嘩
擬
に
鷹
い
て

だ
ぽ

ゆ
コ

い

ニ
ロ

第
。一
.の
時
期

と
も
云

ふ
べ
き

次

の
新

し
い
睡

綴
に
な

る
。

こ
の
蹴
偲

で
・
潔

い

ヨ
サ
め
い

意

す
ぺ

き
こ

と
は
、

ソ
ヴ

エ
書
ト
同

蟹

が
・
す
て
に
醗

妻

雁
羅

貯
に
却

つ
て
ゐ
る
こ
と
で

畷
織
に
於
い
て
は

さ
へし
じ

よ
っぜ

じ
ゆ

ロ
つ

革

命
後

に
養
成

さ
れ
た

D
4

と
し
て
勇

鰍
都
と
魔
灘
學
撚
膨
鎌
の
蕊
い
響

の

の
ノ
ム
しア
ち

への
や
く

監

督
辻

の
活
躍

が
見

ら
れ
る
。

そ
し

て

さく
ヒ

作

品

の
ヒ
で
は

、

エ
イ
ゼ

ン
シ

ユ
テ

イ

ン
の

「
鱈
と
新

」
に

(
麗
繊

の
騨
瞭

骸

れノ
ド
へ

の

の
し
へゆヨ

の
M
亭

線
に
見

ら
れ
る

よ
う

に
、
生

"

ヒ
じもれ
ロ

を
に
い
くユ
リ
じ
り

と
剃
會

の
具
㈱

的
串
買

(
作

り
も

の
で

ほ
な
い
)
が
℃
そ
の
ま
」
就
臨
の
蓼

と

ロ

と
し
て
取
リ
ヒ
げ
ら
九
る
の
み
で
ほ
な

く
・
畷
臨
(識

)の
】つ
の
照
燕
と
し

て
響

て
ら
れ
て
ゐ
る
。
た
と
へぱ

「
ト
ル
ク

シ
イ
プ
」
ーエ

こ
の

一
っ
の
よ

い

隔

で
あ
る

。
そ

れ
に
芽

い
で
献

謝
随
耐

リ
ゴ

そ
も
ユ
い

ご
な

え
ぢ
ドわ

ロ
ゆ

的

建
設

の
あ
ら

ゆ
る
問

題
が
映

蔚
の
4

だ
し

題

と
し

て
選
は

れ
た
プ

ド
フ

キ

ン
は

こ

ロ
に
い

の
時
代

に
「
ア
ジ
ア

の
嵐
」
を
作

り
、
ヴ

ロいと

くヌ

エ
ル

ト
フ
は
「
カ

メ
ラ
を

も
つ
男

」を
完

磯

し
た
o

ま
た

・

ロ
ォ

ム
の

「
鯨
ら

ざ

る
幻
」(パ
ル
ビ
ユ
ウ
ス
隈

)
な
ど
と

と
セ

しく
わ
ヘ
ロと

共

に
、
新

進
監
脅

と
し

て
の
ド

フ
ジ

ユ

ン
コ
の
「難

讐
麟
」
(ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

離

)「土
」(冨
麗
と
の
騒

・
篇
靴
蹴

ていニく

は

ぼ
し
題
)
や
・
エ
ル
ム
レ
ル
の
「精
國
の
砥

ハん

げコを

さくヨ

片
」
な
ど
が
傑
出
し
た
作
品
で
あ
る
と

さ
れ
て
ゐ
る
。

(日
本
ヘ
ソ
ヴ
エ
ー
ト
映
轡
が
輸
入

さ
れ
公
開
さ
れ
る
こ
と
は
何
よ
り
も

野
は
し
い。
ま
た
、
そ
し
て
・
こ
の

二
十
五
日
に
は
、
大
鷹薪
聞
宇
催
の

ソ
ヴ
ェ
ー
ト
映
嫌
贋
の
催
が
あ
る
と

の
こ
と
な
の
で
、
ソ
ヴ
エ
薯
ト
映
醐

の
大
髄
ウ
紹
介
し
た
わ
け
だ
が
,
非

常
に
忙
し
く
し
て
ゐ
る
の
で
、
思
ふ

や
う
に
書
け
な
い
の
を
残
念
に
田心つ

て
ゐ
る
、
ソ
ヴ
エ
ー
ト
の
ト
ー
キ
ー

に
つ
いて
も
他
日
書
く
機
曾
が
あ
る

と
思
ふ)

次
の
金
曜
講
演

コ

ロ
く
し

つ
いま

ガく
り

ゆ
つだ

高
田
保
鱒
博
十
の
マ
ル
ク
ス
釜

ゆ
ん

ほ
ん

判

に
つ

い
て
、
來

る
班

一
日
(
愈

か
ら

ニ
ャ
ガダ
ゴ
セ
も
の
コさ
れ
く
り
つヒ
ド

あ
ロ

わ
た

呂
同

に
直

つ
て
工
爾
丁部
電
氣

丁
理
教

穿

の
難

撚
廊
に
灘
懸
℃
慰
は
劇
憲

よ
りご

ニ
ロま
い

ニ
ロ
ニ
リ
つ

ぶ

ナも
ち
つ

つ

お

堺
所

法
學
部

繭
講

宜
、
時

間
侮
金

曜
午

じ

り

後
四

時
か

ら新

刊

紹

介

コ
の
り
の
の
の

◇
現
行
罠
法
鰺
論
(石
田
文
次
郎
著
)

民
法
紳
論
と
し
て
、
本
書
の特
色
は

「
灌
利
本
位
」の立
場
か
ら
櫨
利
論
を
中

心
に
展
開
し
て
ゐ
る
罰
〉
「個
人
本
位
」

を
排
し
て
「就
會
本
賦
」の
鯉
粘
を
と
つ

て
ゐ
る
二
鮎
で
あ
ら
う
、
し
か
も
こ
の

二
粘
は
新
し
き
時
代
に逸
懲
し
た
民
法

解
繹
と
し
て
汀
n
さ
れ
る
(京
都
弘
天

掌
竣
行
定
慣
ロ
.圓
八
卜
践
)

り
　
　
の
コ
ロ
　
の
コ

◇
舞

學
の
方
法
論
(フ
リ
,
チ

エ
署
藏
原
惟
人
諦
)集
録
さ
九
た
「桑
術

紘
曹
型
の
任
拐
及
び
議
問
題
一と
「藝
術

に
於
け
る
階
級
闘
箏
と
階
緻
同
化
」
は

本
蒔
申
の
優
れ
た
論
ズ
で
、
前
者
は
彼

自
身
の
塾
術
方
法
論
を
知
る
に
よ
き
文

献
て
あ
り
、
後
者
は
藝
衛
硬
蓮
の
辮
諦

法
を
と
り
あ
つ
か
ひ
、
全
編
申
の
最
も

輝
し
き
一牽
を
な
し
て
居
る
(叢
天
閣

ー
定
横
六
〇
践
)

◇
か
恥
瓠
働
紳
俘
伽紳
紳
8
蜘
癖
〔渡

擾
政
之
輔
善
)
生
粋
の
勢
働
高
よ
り
身

を
起
し
、
日
本
左
照
勢
働
逆
動
に
一
身

を
捧
げ
た
渡
邊
氏
の
登
場
せ
る
晴
代
の

背
景
、
麗
畢
の
李
過
稗
矯
り
俘
る
と
共

に
「騎
働
組
合
組
織
の
闘
題
」及
び
其
の

「
政
策
」に
關
す
る
氏
の
論
久
貢
料
ウ
越

妻
遺
友
が
い鬼
環
し
て
も
つ
て
こ
の
一紛

を
な
し
た
も
の
で
、
氏
の
阜
荻
せ
る
政

策
と
功
績
と
を
知
ら
ん
と
す
る
κ
の
是

非

一調
す
べ
き
も
の
で
あ
る
(希
望
翻

ー
定
債
膏
團
)

り
り
　
　
　
ロ

◇
科
學
者
と科
學
(矢
島
縮
㎜利
署
)
ガ

リ
レ
ー
、
パ
ス
カ
ル
、
ニ
ユ
ー
ト
ン
蟹守

の
蓉
名
な
科
學
者
聖
五
人
の
籍

と
業

績
と
を
史
實
に
思
に
中
易
な
解
説
を
加

へ
つ
・
誰
に
で
も
画
臼
く
韻
め
る
標
ま

と
め
た
も
の
、
各
艦
古
の
鍔
倣
甫
の
外

ニ
ー.葉
の
紺
込
挿
総
に
は
珍
奇
輿
深
い

も
の
が
多
く
、
克
明
に
羅
け
た
蟹
冨
な

ガ
〈献
は
篤
志
家
に
㌶
ば
れ
よ
う
し
、雀

末
附
録
の
「文
献
に
釧
て
」は
蜆
切
町
瞭

剰
す
と
こ
ろ
が
な
い
、
寺
田
寅
彦
博
十

門
F
の
著
茜
近
來
の
好
著
で
あ
ら
5

(
鍾
蟻

"院
護
行
、
定
個
一.圓
)

　

　

▲
郷
土
(ト
一月
創
刊
號
)
摯

教
育

は
・
近
來
室
と
し
て
國
民
教
育
の
見
勉

よ
り
、
そ
の
必
要
が
唱
滋
さ
れ
て
ゐ
る

が
、
本
誌
も
亦
こ
の
見
蜘
よ
り
℃
生
ま

れ
田
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
,
創
刊
號
の

内
容
琳
び
に
編
韓
者
郷
土
教
育
聯
盟
の

白
塁
nよ
り
推
せ
は
、
そ
の
髭
要
"
的
は

郷
士
的
人
文
地
琴

の
研
究
と
敏
育
に

存
す
る
如
く
、
此
の
勘
羅
藤
民
族
」が

郷
土
の民
俗
學
的
研
究
〃
n
的
と
し
た

に
・
全
く
射
照
的
位
置
に
在
る
も
の
て

あ
る
、
但
し
本
號
は
創
刊
號
で
あ
る
爲

め
に
、
特
に
郷
士
研
究
の
電
要
性
と
D

そ
の
敢
育
貫
施
方
抵
に
闘
す
る
.
知
名

の
ト
の
幕
腱
的
論
ズ
が
多
いー
刀
岩
書

院
璽
行
、
川
五
綾

▲
集
團
'十
月
號
)
▲載
旗
(十
月
號
)

ー

髄
獄
▲
溢
曾
問
願
研
究
(十
月
號

▲
砒
碑
嬰
徒
(4
月
號
)▲
優
生
學
(ー

月
號
)
▲
芙
。
批
許
ρ第
二
號
)▲
都
宙

問
題
(十
月
號
∀
ー
都
南
問
題
禽
議
記

念
特
輯

廣

告

⑰

大
學
ノ
ー

御
墨
、
共
濟
部
御
指
定

に
ょ
り
、短
日
、法
純
學

部
控
窒
二
階
に
出
張
、

礫
信
の
あ
る
優
良
品
を

提
供
致
し
て
居
り
ま
す

倣
讃

鳩

居

堂

京
禍
鄭
町
姉
小
路

畳
麗
」
輔晃
・噌
6

膣
壽
=≡=ヨ
自
ヨ
}ヨ
藝
一≡≡一一≡一一一≡≡
一一≡一一一一≡一一一≡≡
葦三≡一≡一≡
三=≡≡
一一=一≡≡
≡
疇

甑r」

レ
」

』7」

凱判
!
韻
¶!
螂
判
!

◎
代
表
的
に
安
い

◎
代
表
的
に
堅
い

各
環
の
靴
を
揃
へ
て
餌
ま
す
℃

京
大
學
友

會

共
濟
部

指
定

　　
1澗郎 一..新1二村

鰻雛欝
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劃
垂
一塁
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藝
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≡
≡
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聲
翻

繍
難
購

目

で
も
御
料
炎
に
雄
じ
ま
す

帝
大
・同
新
聞
部
御
用

佐

伯

驕

眞

館

本
店
・帝
大
裏
門
前

電
謡
上
四
八
六
九
番

支
店
。出
町
橋
東
二
丁

』鰍 列 プ印書

吉田牛之宮拾七

べナ夕ワ

洋
服
の
御
用
は

躊
躇
な
く
當
店
へ

御
用
命
下
さ
い

弛
田
屋
洋
服
部

繁
厳
枕
翻

^市

誕
轟條

 

ニ

コ
ニ

コ
食

堂

尿器科囎
京都市河原町三條ヒル西側

騨傳士竹申鰍
電話上(3)四四三五番

 

構尺

凪
舗
熱
耀
鵬細鱗

舗
鴛
誕
慕

族

館

の

合

理

化

を

め

ざ

し

て

漏
腔
の
努
力
を
致
し
て
居
り
ま
す

封
抗
競
技
等
の
爲
め
御
入
洛
の
選
手
譜
賢
の
お
宿
は
當
館
に
御
次

定
F
さ
い。
京
大
に
最
も
便
利
な
腱
に
あ
り
、
宿
料
、
御
待
遇
等

に
就
て
も
必
ら
ず
御
満
足
を
願
へ
る
こ
と
を
確
信
し
て
羅
ま
す
。

そ
し
て
何
百
人
で
も
お
引
受
致
し
ま
す
(電
上
三
鯛四
一)

奨
護
前

池
田
屋
族
館

維 煙 丈

房 大

貨 草具 學
ノ

鈴 豊
庄 費

鞭奈
ll堂

 

舞
轟
蕪

一
學
生
本
位

田

申

門

前

町

入

船

食

堂

電
話
上
三
二
二
九
番

大
勉
強
の榮

盛

食

堂

(三

痛

廉

隣

り
)

'

今
時
御
好
評
の
弊
店
特
製

實

習

用

辱貝

駿

辰矧

(各
糠
騨
地
に
取
揃
へ
て
を
り
ま
す
)

品
質
と
い
ひ
、
堅
牢
と
い
ひ
,
お
着
心
地
と
い
ひ

申
分
が
な
い
と
は
皆
様
の
御
定
略酔
で
す

蔀
,!童南

丹 童吉槻

1保㌻
器屋
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